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第一章　あれは酔ったフリだった












　新緑の眩しい五月中旬。日本有数の大手電機メーカーである大東だいとう産業さんぎょう株式会社、通称ＤＴＩに入社して六週間が経過した。

　私たち今年度の新入社員は、研修所での新人研修を終え、各々の仮配属先が発表されたところである。

『本社　ビジネスソリューション部　ビジネスソリューション２課』

　私こと来生きすぎ愛梨沙ありさの名前の横には、このように書かれている。この部署は名だたる大企業を顧客に持ち、各社の Information and Communication Technology を総合的に支えている、花形部署の一つだ。名称が長いので、ＢＳ２と略されることが多い。

　この記載を見た瞬間、私は心中密かに喜んだ。なぜなら、同期入社の猪狩いがり雅臣まさおみと同じ部署だったからだ。

　しかしこの喜びは、決して顔に出してはいけない。緩みそうな顔をキュッと引き締め、眉間にしわを寄せて、心底残念そうにこう言わねばならない。

「うわぁ、また猪狩と一緒じゃん」

　すると右隣から、同じく心底残念そうにこう返ってきた。

「それはこっちのセリフだっつーの」

　それを聞いた私は、右斜め上にある彼の顔を睨み上げる。「イガリ」なんていう無骨そうな名前のくせにやたら爽やかで整った顔が、私を見下ろしていた。

　胸がキュンとするのを抑え、私はまた軽口を叩く。

「ああ、聞こえてたの」

「聞こえるように言ったんだろ」

「またあんたと一緒だって言っただけで、別にそれ以上なにも言ってないじゃん」

「じゃあ最初の〝うわぁ〟はなんなんだよ」

　私と猪狩は、入社前からこんな関係である。同期の間では〝犬猿の仲〟とも〝ケンカするほど仲がいい〟とも言われ、すっかり名物コンビとして定着してしまった。

　別にそれを嫌だと思っているわけではない。私は彼との関係を、あえてそう発展させてきたのだ。






　猪狩と出会ったのは、昨秋に行われた内定者研修の時だ。彼とは研修の班が一緒で、最初にできた同期友達のうちの一人である。

　好意を抱いたきっかけは一目惚れに近かったかもしれない。整った甘めの顔。すらっと縦に長い体型。柔らかそうな髪。彼のなにもかもが好みで、一気に心を持っていかれた。

　研修で与えられた課題をクリアしていくうちに、彼は人より意識や能力が高い人なのだとわかった。だけど仲よくなると、案外お調子者で人懐こい性格であることもわかった。

　決定打は「ビジネスコミュニケーション入門」という名称の、主に社会人としての振る舞いや言葉遣いを学ぶ研修の時、彼が言ってくれた言葉だ。

「来生、声と話し方がすごく綺麗だね」

「そ、そうかな。ありがとう」

　気になっていた人に褒められて、本当に嬉しかった。元放送部であるというしがない経歴をここまで誇らしく思ったのは初めてかもしれない。

「普段の元気な話し方とのギャップがすごくて、電話越しにドキドキしちゃったよ。俺、来生の声好きだわ」

　私はモテるタイプではないし、こんな風によく言ってもらえることもあまりない。私はこの時の彼の言葉に舞い上がり、震えるほどときめいた。そしてそんな猪狩と同じ会社で働ける未来がとても輝いて見えたし、新生活への期待で心が躍った。






　そんな明るい未来が砕け散ったのは、その数ヶ月後。冬に行われた内定者懇親会のことだ。

　猪狩とはすでに友人としての関係ができていたけれど、私はもっと距離を縮めたくて、ゆっくり話をする機会を狙っていた。三百人を超える内定者と数十名に及ぶ上司たちが入り混じるパーティー会場では、ゆっくり話どころか、彼を見つけるだけでも一苦労。やっと見つけたと思ったら男子同士で固まっていたため挨拶しかできなかったり、こちらはこちらで女子同士のお喋りが盛り上がったりして、話せる機会はなかなか訪れなかった。

　パーティーの終盤、私がお手洗いから出た時。猪狩が一人、同じくお手洗いから会場へと戻っている後ろ姿が見えた。

　これは、チャンス……！

　そう思った私は彼に声をかけようとしたのだが、喫煙のために会場を出てきた別の同期たちに先を越され、猪狩は彼らとスモーキングエリアへと行ってしまった。

　ここを逃したら、もう今日は話ができないかもしれない。

　私は喫煙所の近くのソファーに座り、休憩をするフリをして彼が出てくるのを待つことにした。彼が出てきたら、偶然を装って話しかける作戦だ。

　スモーキングエリアはガラス張りで、腰から目の高さまでは目隠し加工がされていた。着ているスーツや時計、使っている加熱式たばこのチャージャーから、どれが猪狩かはすぐにわかった。

　私はスマートフォンをいじりながら彼が出るのを待っていたのだが、意識的に耳を向けるとスモーキングエリア内の会話が聞こえることに気付いた。会話の内容は、かわいいと思う同期女子について。中に女子はいなかったのだろう。男子たちは遠慮なしに話していた。

　私はいけないことをしている気になっていたたまれなくなったけれど、猪狩との距離を縮めるため、聞き耳を立てながら静かに彼を待っていた。

「つーか猪狩、あの子と仲よさげじゃん」

「あの子？」

「ほら、読み方が難しい苗字の」

「ああ、来生のこと？」

　突然自分の名前が出てきて、全身の筋肉が硬直した。

「そうそう、来生さん。あの子はどうなの？」

　私が聞きたくても聞けなかったことを、同期男子があっさり聞いてのけた。猪狩が私をどう思っているかわかるかもしれない。緊張で全身が心臓のように脈打っていた。

「どうって、別になにかあるわけじゃねーよ」

「でも仲いいよな。来生さん明るくてかわいいじゃん」

　褒めてくれてありがとう、同期男子。猪狩のためだけれど、今日も気合を入れてメイクしてよかった。

　私は無意識に両手を組み、祈るように強く握りしめた。

「まぁな。でも俺的に、そういう意味では無しかな」

〝無し〟

　彼の声で聞かされた自分の評価に、ガツンと頭を殴られた。その精神的な衝撃と胸の痛みで息が止まるかと思った。

「えー、そうなの？」

「俺、見た目は華やかで中身は控えめな大和撫子タイプが好きなんだよね。来生は真逆じゃん？　まぁもちろん、友達としてはいいやつだよ。話してて楽しいし」

　友達としてはいい。でも女としては〝無し〟。それが彼の評価。

　私は速やかにその場を後にした。挽回するために作戦を決行してもよかったのかもしれないけれど、なにも聞いていなかったように振る舞う自信はなかった。泣いてしまったりしたら最悪だ。

　別に嫌われているわけではないんだから、まだ可能性はある。

　自分を励まそうと、何度も心の中でそう思い込もうとした。だけど私を〝無し〟と言った彼の声を、頭から追いやることはできなかった。






　それからの私は、猪狩に対してツンツンしてしまうようになった。理由としては、無しだと言われたことが悔しくて素直になれないのが大きいけれど、そうすることで彼を好きな気持ちを抑制する意味もある。

　初めは嫌われるかもしれないと思った。けれど幸い、猪狩は私の態度に対しておもしろおかしく軽口を言い返してくれるタイプの人間だった。

　入社してから始まった新人研修の間も同じ班だった私たちは、毎日のように言い合いをしながら、ケンカ友達として確固たる関係を築き上げた。交わす言葉は軽口や嫌味ばかりでも、彼との言い合いは楽しい。そしてたぶん、猪狩も少なからずこの関係を楽しいと思ってくれていると思う。そうすることで、ある種の友情は育めているはずだ。

　初めに望んだような甘い関係ではないけれど、言い合っている間は彼の中から私の存在が消えることはない。きっとこれが私たちのベストな関係なのだ。

　猪狩はどう思っているか知らないけれど、私はそう信じている。






　研修所を出た私たち新入社員は、仮配属部署に応じた社員寮に入ることになっている。我々本社勤務になった者は、本社から徒歩十五分ほどのところにある「大東東京第一社員寮」がしばらくの住まいになる。

　寮は築十八年の五階建て四十戸の集合住宅だ。間取りはユニットバスの１Ｋで、寮というより簡素な単身者アパートである。

　大体の社員は本配属先の決定以降、通いやすい土地により快適な住まいを見つけたり実家に戻ったりする。一時的な仮住まいという扱いだ。来年の五月には次の新人たちが入寮するため、遅くとも来年四月までには次の住まいを見つけて出ていかなければならないというルールがあるのだが、家賃が安く会社も近いため、毎年数名はギリギリまでここに住むのだという。

　本日、今年度の新入社員のうち、本社に仮配属される三十六名が一斉に入寮。五階のうち一～三階は男子のフロア、四～五階は女子のフロアとなった。

　引っ越し作業を終え、しばらく経った午後三時。一階のエントランスで入寮式が行われた。式というよりはこの寮の設備やルールの説明会だ。

　式は二十分程度で終了し、その足で本社へと歩いて移動する。土日を挟んで来週の月曜から勤務が始まるのだが、社員証カードの発行や登録、使い方の説明があるのだという。働く前からやることが盛りだくさんだ。

「来生、おまえ何号室だっけ？」

　道中、猪狩が尋ねてきた。

　教えたら部屋に遊びに来てくれる？

　そう言ってしまいそうになったのをぐっと堪える。

「五〇三。エレベーターないのに五階だよ……筋肉痛になりそう」

「ははっ、ざまぁ」

「そういうあんたは何号室？」

　私の問いに、彼は自慢げに答えた。

「二〇五」

　じゃあ、今度遊びに行ってもいい？

　今度はそう言ってしまいそうになったのを、再びぐっと堪えた。

「うっわ。階段でも楽だし角部屋じゃん。ムカつく」

「日頃の行いの差が出たんだろうな」

「はぁ？　だったら私の方がいい部屋になるはずでしょ」

　私たちのくだらないやり取りを聞いて、他の同期たちが笑っている。

　これでいい。自分たちが楽しくて、周りも楽しんでくれるのだから、これ以上の関係はないはずだ。

　そう思うようにしているけれど、いつか聞いた〝無し〟という言葉を思い出すと、今でも胸に刺さっているなにかがめり込み疼くのだった。






　週明け、月曜日。

　いよいよ私たち新入社員の、仮配属先における On the Job Training が始まる。

　ＤＴＩ本社は東京都心にある四十五階建の高層ビルで、数千人の従業員がここに勤めている。

　ビルの中にはオフィス以外にもコンビニや食堂、講堂などの施設があるが、オフィスエリアへ入るにはセキュリティーゲートを通過せねばならない。ゲートだけでなく、社内の様々なスペースにはセキュリティーロックがかけられていて、社員であっても各々が許可されている場所でなければ入場できないようになっている。

　セキュリティーロックの解除に使うのは社員証だ。名前と写真入りのＩＣカードで、ストラップ付きのホルダーに入っている。社員であることを証明するため、会社にいる間は首からかけていなければならない。これをかざすことでゲートを通過したり施錠を解除したり、他にも様々なことができる優れものだ。なんだかすごく、大企業っぽい。

　何千もの社員が一斉に出社するため、エントランスはとても混雑している。少し並んで、いよいよ私にもゲートを通る順が回ってきた。通い慣れている社員たちと同じように、先週受け取ったばかりの社員証をかざす。問題なく社内へと入場できた瞬間、「私、この会社の一員になったんだなぁ」と、そこはかとなく感動を覚えた。

　だって就職活動、すごく頑張ったもん。

　……ということを猪狩に伝えてみたところ、鼻で笑われてしまった。ムカつく。






　ビジネスソリューション部に配属された新入社員は、私と猪狩、そして研修所で私と同部屋だったショートヘアー美人の藤崎ふじさき真由まゆ、猪狩と同部屋だった短髪スポーツマンの野田のだ大輝だいきの四人だ。私と猪狩はＢＳ２、真由と野田くんはＢＳ３配属となる。私たち四人は内定者研修の頃から同じ班だったので、すっかり気心が知れた仲だ。

「真由、お昼は一緒に食べようね」

「うん。混むけど美味しいと評判の社員食堂、行ってみよう」

「働く前から飯の話か。気が早いな」

「つーか俺らも誘えよ」

　これまでの研修ではずっと彼らと助け合い、苦楽を共にしてきたから、同じ部署とはいえこれから別々に働くのはちょっぴり心細い……なんて甘ったれたことを言っている場合ではない。研修で学んだこと以上に、これからたくさんのことを覚えなければならないのだから。

　新人らしくリクルートスーツに身を包んだ私たちは、指定された場所でお世話になる課長たちと落ち合った。それからすぐにビジネスソリューション部長に挨拶をして歓迎の言葉をもらい、課に分かれてそれぞれのオフィスへと入った。

「今日からこちらでお世話になります、新人の猪狩雅臣です。よろしくお願いします」

「同じく新人の来生愛梨沙です。よろしくお願いします」

　二十人あまりの先輩方に拍手で迎えられる。自分の会社をこう言うのもなんだけれど、さすが天下のＤＴＩ。みなさん仕事ができそうだし、実際そうなのだろう。私も早く役に立てるようにならなければと気が引き締まった。

　私たちの直属の上司になる橋本はしもと課長が二人の名を呼んだ。呼ばれた男女がこちらへやって来る。ウェーブをかけたミディアムヘアーの華やかな女性と、まるでドラマのヒーローのような王子様タイプの美形男性だ。猪狩もすごくカッコいいと思っているけれど、それ以上というか、圧倒的だ。

「きみたちの教育係だよ。仕事のことは彼らに教えてもらうといい」

　課長の紹介を受け、二人はにっこりと微笑んだ。

「北村きたむら百香ももかです。これからよろしくね」

　華やかな北村さんは、その女性らしい見た目に反して意外と低音ボイスだ。私は営業アシスタントとしての仕事を、彼女から学ばせていただく。それと、おしゃれなオフィスカジュアルも参考にさせてもらおう。

「吉永よしなが孝太郎こうたろうです。よろしく」

　圧倒的イケメンの吉永さんは声までイケメンだ。こんな先輩社員がリアルにいるなんて、さすが天下のＤＴＩだなぁと、再び思う。もし猪狩を好きでなかったら、ミーハーな私はすぐに彼に憧れたに違いない。

　そこまで考えて、猪狩をチラリと盗み見た。吉永さんに負けず劣らず……いや、私にはむしろ猪狩の方が輝いて見える。不思議だ。

　吉永さんほどのイケメン先輩を前にしても猪狩を好きな気持ちが変わらないのが悔しい。私の虚しい恋はいつになったら終わるのだろう。






　昼休み。私たち四人は約束通り、一緒に社員食堂へ赴いた。部署によって昼休みの開始時間をずらしているとはいえ、食堂内は混雑している。

　それでもなんとか四人で座れるテーブルを見つけ、着席。私と猪狩はハンバーグ定食、真由は焼き魚定食、野田くんは生姜焼き定食にコロッケを付けた。手を合わせ、「いただきます」と言って箸を持つ。

　噂通り、リーズナブルなのにとても美味しい。これはもう、予定がなければ夕食もここで頂いて帰るのが日課になりそうだ。

　配属初日。食事中の会話は、必然的にこのような話になる。

「愛梨沙、２課の仕事はどう？　午前中はなにやったの？」

「主に入力作業。まずはＢＳで使うシステムの機能に慣れろって。真由は？」

「愛梨沙と一緒。事務作業は２課も３課もそんなに変わらないのかも。営業は？」

　真由の問いに、先に答えたのはコロッケを飲み込んだ野田くんの方だった。

「まずはクライアントの情報を覚えるって感じかな。３課は一人で担当するクライアントが複数あるから、全部把握するのしんどそう。猪狩の方は？」

「似たような感じ。２課はチームで一つのクライアントを持つんだけど、その一つが大きいから覚えることの量はたぶん野田と変わんねーな」

　二人とも口では弱音を吐きながら、表情はキラキラしている。野心や向上心、そして純粋に仕事を楽しもうという姿勢が感じられて頼もしい。ＢＳ部は花形部署の一つだと聞いていたけれど、彼らがこの部署に選ばれた理由がわかった気がした。

「あ、そういえば！」

　私はあることを思い出して声を上げた。同じ女子として、真由にはこれを伝えねばと思っていたのだ。

「うちの課ね、すっごいイケメン先輩がいるんだよ！」

「え、マジ？」

　イケメンというワードに真由も興味を持ったようで、期待に目を輝かせる。

「マジマジ。吉永さんっていうんだけど」

「あー！　その人、うちの課でも噂になってた。ファンが多いみたいだね」

「やっぱそうなんだ。吉永さん、よりによって猪狩の教育係なんだよー。猪狩ずるい。うらやましい」

　私たちの羨望の眼差しを受けた猪狩は、引きつった顔で大げさにため息をついた。

「来生。おまえ、今朝それ全部顔に出てたからな。吉永さんと話す時だけデレデレしすぎ。下心見え見えだったぞ」

「うるさいなー。仕方ないじゃん、カッコいいんだもん。不可抗力」

　だけど猪狩の前ではデレデレしたりしないよう、頑張っている。

「あんなイケメンエリートがおまえなんか相手にするわけないだろ」

　それは、同じくイケメンエリートのあんたもって意味？

　うっかりそう聞いてしまわないよう、私はあえてここでハンバーグを口に入れ、言葉と悔しさを一緒に飲み込んだ。

「わかってますー。目の保養にするだけですー」

「ああそうかよ」

　吉永さんに相手にされないことなんて、猪狩に〝無し〟と言われたことに比べれば些細なことだ。

「吉永さんを眺めたいから、私と彼の直線上には来ないでよね」

「はぁっ？　知らねーよ。自分が見える位置に動けばいいだろ」

　私たちがいつもの言い合いを始めると、真由と野田くんが呆れた顔をした。

「二人とも。食事中までケンカすることないでしょう？」

「初日から悪目立ちするのはよくないと思うぞー」

　私と猪狩は渋々口を結び、お互いを睨み合って食事に戻ったのだった。






　この日の終業後、ＢＳ２のみなさんが私と猪狩の歓迎会を開いてくれた。

　会場は本社近くの居酒屋。二十人あまりが入れる広めの座敷だ。

　猪狩と私は挨拶をして抱負を語り、先輩方一人ひとりにお酌をしながら挨拶に回る。

「初めまして。来生愛梨沙です」

「キスギって珍しい苗字だね。どう書くの？」

「〝来る〟に〝生きる〟と書きます」

「へぇ。知らないと読めないなぁ」

「ですよね。この機会に覚えてくださいね」

「ＢＳ２のアシスタントは仕事が多くて大変だけど、一緒に頑張ろうね」

「はい！　ありがとうございます」

　男性も女性も、とても感じのいい方ばかりで嬉しい。もしかしたら嫌な感じの人にいじめられたりするのかも……なんて想像していたから、悪い予想が外れてよかった。

　ふと気になって、猪狩の様子をうかがう。

「ふーん。猪狩くん、彼女いないんだ」

「はい。もう一年以上ご縁がないです」

「カッコいいのに、意外だねー」

「いやいや、僕、全然モテませんから」

　女子社員のみなさんにチヤホヤされている。そしてまんざらでもない様子でニコニコ愛敬を振りまいている。

　猪狩が女性たちにチヤホヤされるであろうことはわかっていた。私だって、来年かわいい男子が入ってきたらチヤホヤすると思う。

　しかし、だ。人にはデレデレしすぎだとかなんとか言っておいて、自分はどうなんだという話である。

　やっぱムカつく。イライラしてお酒が進んでしまう。

「来生さん、飲むねぇ。意外と酒豪？」

　挨拶に回ってきた私に、そう言ったのは吉永さんだ。アルコールの効果で赤らんだ顔がちょっとセクシーで、イケメンは酔ってもイケメンなのだと知る。

「いえ。みなさんが優しいので、楽しくてつい飲んじゃってます」

　猪狩にイライラするせいだとは言えるわけもなく、私はそう答えた。

「ははは。飲み会の主役って、飲まされやすいから気をつけて」

　きっと彼も新人の時は、今の猪狩のようにチヤホヤされたはず。自身の経験から言ってくれているのだろう。

「はい。ここからはちょっとセーブしますね」

　元気よくそう告げたのだが、このおよそ四十分後、私は眠気に抗えず意識を手放してしまったのだった。






「来生、起きろ」

　猪狩の声と肩を揺すられる感覚がして目が覚めた。

「ん……？」

「ほら、頭上げろって」

　無理やり体を起こされ、夢うつつの状態で目を開く。雰囲気から察するに、課長が締めの挨拶をするところのようだ。

　私たちのための歓迎会なのだから、ちゃんとしなくちゃ。

　その意識はあるのだが、体が思うように機能しない。課長が私たちへ激励の言葉をくれていることはわかるのだが、なにを言っているのかまでは理解できない。

　課長に申し訳なく思いつつ、名を呼ばれた時に猪狩に倣って軽く頭を下げることと、一丁締めの拍手を合わせることには成功。その場を乗り切った私は眠気に対抗する気力を失い、再び夢の世界へと向かう。

「来生さん、完全におねむだね。どうする？」

　北村さんの声がして、かすかに意識が戻る。しかし、目は開かない。

「俺が引きずって連れて帰りますよ。同じ寮なんで」

　猪狩の声もして、また少し意識が戻る。今度は少しだけ目が開いた。誰かが脚にジャケットをかけてくれている。この細いストライプは、間違いなく猪狩のものだ。

　彼が私のためにかけてくれたのだと思ったら、心の中が一気に幸福感で満たされる。

「あらぁ？　猪狩くん、面倒見がいいのね」

「からかわないでください。別にそんなんじゃないです」

「本当に？　なんとなく、二人はそんな感じだと思ってたんだけどな」

　さっきから北村さんと猪狩がゴニョゴニョ小声で話している。なんだろう。聞こえてはいるのに、頭が理解してくれない。

「……こいつ、なかなか手強くて。そんな感じに持ち込ませてくれないんですよ」

「ふふふ、そうなんだ。頑張りなよ。チャンスがたくさんあるうちに」

「チャンスか……。そうですね」

　二人がなにを話しているかはわからないけれど、うっすら目を開けると猪狩が照れた顔をしているのが見えた。さっき女性社員に囲まれていた時にも思ったのだけれど、もしかしたら猪狩は年上女性の方が好みなのかもしれない。

　浪人して大学に入った猪狩より一つ年下の私は、ふてくされた気持ちで目を閉じた。






　ピピッという電子音で目が覚めた。

「ありがとうございます。こちら、レシートとご利用控えです」

「どうもー」

　視界は暗いけれど、独特の匂いからここがタクシーの車内であることがわかる。さっきの電子音は、猪狩が電子マネーで支払いを済ませた音だったようだ。

「来生、起きろ。寮に着いたぞ」

「……んー？」

「降りるんだよ。ったく、社会人なんだから酒の飲み方考えろっての」

　先に車を降りた猪狩に体を引き寄せられ、私も車の外へと出た。彼の腕が私の腰をしっかり支えている。猪狩が当たり前にそうしたことから、タクシーに乗る前もこうして運ばれたのだとわかってしまった。

　え、ちょっと待って。私、そんなオイシイ状況の記憶がまったくないんですけど！

　しばらくぐっすり眠ったからか、興奮したからか、ようやく目が覚めてきた。

「来生。階段、上れるか？」

　もう少し猪狩の体温を感じていたい。だから、いいよね。

　もう少し酔ったフリをしても、いいよね。

「……無理」

「しょうがねーなー」

　ゆっくりと五階まで上っていく。体が触れ合って温かい。意識がハッキリしたせいでドキドキしているけれど、触れているところから伝わっていませんように。

　階段を上り終えた頃にはお互いに息が切れていた。私を支えながらは大変だったことだろう。

「五階きっつ……もう一人で大丈夫か？」

　もう帰っちゃうの？　もう少し甘えていたい。

「ダメ。ドア開けて」

「五〇三だったよな。ここか。鍵は？」

　鍵を手渡し、猪狩に開錠を任せる。その間もしっかり彼にしなだれかかり、束の間のときめきを味わう。

「開いたぞ。俺はこれで……」

「クラクラする。お水欲しい。冷蔵庫のやつ」

　猪狩が拒まないのをいいことに、ずるいことをしているのはわかっている。

「わかったわかった。部屋、入るぞ」

　猪狩はベッドのところで私を解放し、冷蔵庫の方へ行った。私は横になり、彼の動きを密かに観察する。

　すごい。猪狩が私の部屋にいる。

　こういうのも〝お持ち帰り〟と表現するのだろうか。ずるいというより、もはや姑息だ。私は自分が思っていたより卑怯な女だった。

　猪狩が冷えたペットボトルを持ってこちらにやって来た。ベッドに腰を下ろし、ボトルを私の頬に押し付ける。

「ほら、持ってきたぞ」

「うう……冷たい」

　猪狩の手を借りて体を起こす。近い。でも、猪狩がこの距離感でも嫌がらないから、もっと試してみたくなる。

「寄っかかっていい？」

「……いいけど」

　体をすり寄せる。応えるように支えてくれる。

　ドキドキして体が熱い。冷たい水が美味しい。

　身を預ける私を、猪狩は戸惑いつつもちゃんと受け止めてくれる。

　だからどんどん欲張りになって、もっと彼に甘えてみたくなる。

「ふふ、猪狩が優しい」

「優しくし続ける自信はないけどな」

「どういう意味？」

　猪狩を見上げると、猪狩も私を見ていた。至近距離で見る猪狩も、ものすごくカッコいい。ああ、好きだ。

　質問に対する返答はない。沈黙するとお互いの息遣いだけがやけに響く。

　ごくり、猪狩の喉仏が大きく上下した。

　ねぇ、猪狩。あんたはこの状況をどう思ってる？　ドキドキしてくれてる？

　あんたは私を〝無し〟だと言ったけれど、少しくらい〝有りかも〟って思ってくれてる？

「来生……」

　吐息だけで名を呼ばれたと思ったら、視界が暗くなった。唇に柔らかいものが触れ、すぐに離れる。

　だけど明るさは戻らない。わずか数センチの距離に、彼の瞳がある。

　え、今のなに？　猪狩、私にキスしたの？

　そう理解すると、一気に顔の温度が上がった。

「その反応はずるいだろ。いつもみたいに文句言ってぶん殴れよ」

　文句なんかあるわけない。殴ったりするわけがない。

　だって私は、猪狩とキスできてすごく嬉しい。だから。

「もっとする？」

　私がそう言うと、猪狩は苦しげに目を細めた。

「煽った責任、取れよ」

　さっきより強く唇が押し付けられる。無意識に腕を回し、猪狩を抱きしめた。応えるように抱き返され、彼の腕の強さの分だけ私の心がきゅうっとなる。

「ふっ……ん……」

　呼吸のタイミングで温かいものが侵入してきた。体の芯からぶわっと、恋愛ホルモン的ななにかが放出されているのを感じる。

　どうしよう。彼に焦がれて夢に見ていたよりずっと気持ちいい。

　猪狩って、こんな風にキスするんだ。

　次第に体が傾く。体を起こしていられなくなり、私は背中をベッドへ沈めた。人が見れば猪狩が私を押し倒していると思うに違いない態勢だ。彼の緩んだネクタイが私の胸元でひだを作っている。

「もっと、する？」

　これ以上のことを、という意味は伝わっているはずだ。

「いいのかよ。俺だぞ」

　猪狩だからいいのに。

　うっかりそう口走ってしまうところだった。

「あんたが嫌なら……」

「嫌じゃねーよ、全然。でも」

　猪狩は食い気味に否定したけれど、さっきのキスのようにはがっついてこない。付き合ってもいないのにとか、明日からも一緒に働く同期なのにとか、理性的なことを考えて躊躇しているのだろう。それが無性に悔しい。

　私のことを〝無し〟とのたまったこの男を籠絡してやりたい。

　自分から誘うのは恥ずかしい。でも、勇気を出してみたいと思った。

　だってこの機会を逃したら、次のチャンスなんて二度とないかもしれない。

「猪狩」

　私は彼のネクタイを軽く引き、彼の体が少し降りたところで自分から唇を重ねる。

「私は……したいよ？」

　こんな言葉を口にしたのは初めてだ。彼の反応を知るのが怖い。心臓が飛び出しそうなくらいに緊張している。

　猪狩は息を吐きながら勢いよく体を起こし、乱暴にネクタイを引き抜いて、ジャケットと一緒にどこかへ放った。そして焦れた顔で告げる。
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「本当に、するぞ」

「うん」

「もう途中でやめろっつったってやめねーからな」

「うん。やめられる方がやだ」

「……おまえ、なんでそんな余裕なの」

　全然余裕なんかない。そう見せているだけだ。

　本当は口から心臓が飛び出しそうなくらいドキドキしている。

　ここまで来たのだから、チャンスを逃したくなくて必死なのだ。

「もういいから、早く」

「くそっ……覚えてろよ」

　猪狩は悪役みたいなセリフを吐き、噛みつくように私の胸元へと吸い付いた。

　熱と重み。髪の感触。肌の香り。

　与え続けられる甘い刺激。水気を含んだ生々しい音。

　照れや羞恥を圧倒的に凌駕する幸福感でどうにかなってしまいそう。

「あんま声出すな。隣に聞こえるぞ」

「だって猪狩が……あっ、ダメ。手加減、して……」

「やだよ。俺を煽った自分のせいだろ」

　トロトロに溶かされて虚勢の張れなくなった私を、猪狩が満足そうに見下ろしている。あまりに色っぽい表情が、私の心身をゾクゾク刺激する。こんな彼を見て誰が爽やか好青年だなんて思うだろうか。

　心の中で「ざまあみろ」と舌を出す。

　数ヶ月前に〝無し〟と言った猪狩を、お持ち帰りしてやった。

　私が猪狩に食われたのではなく、私が猪狩を食ってやったのだ。






　振動を感じて目が覚めた。半裸の猪狩がそれに気付いて私の頭を撫でる。

「ごめん。起こしたな」

　カーテンの隙間から朝日が漏れている。あまり眠った感じがしないが、もう朝を迎えているらしい。

「ううん、いいの。今何時？」

　我ながらひどい声だった。寝起きで乾燥しているのと猪狩に鳴かされてしまったのとで、嗄かれ気味になっている。水が飲みたい。

「六時過ぎたとこ。仕事行く準備しなきゃだし、そろそろ二階に帰るわ」

　猪狩は床に放ったままにしていた衣類をテキパキと身に着けていく。私も裸なのだが、昨夜彼に脱がされた服がどこにあるのかわからない。服を着る代わりに掛け布団をしっかりと胸元へと引き上げた。

「ねぇ、猪狩」

「ん？」

「昨夜は酔ってました。ごめんなさい」

　私が謝ると、猪狩は呆れ返った顔をした。そんな顔を見ると、本当は正気だったなんてますます言えない。

「まさか……覚えてないとか言うなよ？」

「覚えてる！　全部覚えてるから！　ちゃんと！」

「ならいいけど」

　あんなの、忘れられるわけがない。体にはまだ熱が残っているし、思い出すと心身が強く疼く。

「自分から誘ったってことも覚えてるし、こうなったからって責任取って付き合えとか言わないから、安心して」

　我ながら、どこかで読んだような見苦しい言い方だと思う。いつものように笑い飛ばしてバカにしてくれていい。

　そういうつもりで口にしたのだが、猪狩はなぜか傷ついた顔をした。

「……あっそ。でもさ」

　服を着た猪狩が私のそばに腰掛ける。まだ裸のままの私は、それだけで無駄にドキドキしてしまう。

「なによ」

　猪狩は私の顔を見て、ニッと口角を上げた。

「悪くなかったよな」

　なにが主語かは、口に出すまでもない。まだ記憶が新しいから、昨夜の猪狩も快感も、クリアに思い起こされる。

　体は熱く痺れ、胸が甘く震えた。少しくらい気が済むのではないかと思っていたのに、彼の甘くて熱い一面を見て、好きの度合いがますますアップしたような気がして怖い。

　だから私はまた、こんな反応をしてしまうのだ。

「そこは素直によかったって言いなさいよ」

「別にいいだろ。文句言ったわけじゃないし」

「さては私相手に照れてるのね？　照れてるから素直に言えないのね？」

「うっぜー。つーかこういう時くらい照れろよ。まだ全裸のくせに」

　いつも通りの雰囲気に戻った。もしかしたら気まずくなってギクシャクするのではないかと心配していたけれど、ちゃんといつもの私たちを演じられている。

　素敵な一夜の思い出をありがとう。

　そんな気持ちを込めて、私は今日も軽口を叩く。

「はいはい、かわいく恥じらってあげられなくてごめんなさーい」

「うわ、その言い方クッソムカつく」

















第二章　焦れた男の逆襲は甘い












　ＢＳ２でのＯＪＴが始まって一週間が経過した。

　仕事では少しずつできることが増え、北村さんから任せてもらえる内容のバリエーションも豊富になってきた。先日酔い潰れてしまったことをからかわれたりして、他の先輩たちとも楽しくコミュニケーションを取れている。いい先輩ばかりの職場に恵まれたなぁと、自分の幸運に感謝するばかりだ。

　猪狩と私は以前と変わらず、顔を合わせればケンカや言い合いばかりしている。本当に、以前となにも変わっていない。

　酒の勢いでヤっただけ。後腐れなくいつも通り。

　猪狩と気まずくなりたくなくてそんな感じに仕立て上げたのは私自身だ。猪狩は私の意向を汲み取って、その通りにしてくれている。

　あるいは、意識しているのは私だけで、猪狩はあの夜をこれっぽっちも特別な出来事だと思っていないだけなのかもしれない。

　私が自分で仕掛けて体の関係を結び、私が自分でその後の関係を仕立て上げ、思い通りに事が運んでいるのに、全然清々しくない。

「ざまあみろ」

　あの夜猪狩に対して思った言葉が自分に返ってきている気がして、なんとも口惜しい気持ちを持て余している。






「あなたたち二人に、お任せしたい仕事があります」

　北村さんに呼ばれ、私と猪狩はとある場所にやって来た。ＢＳ２の書類保管庫だ。

　ＢＳ２オフィスの奥にある扉からわざわざ社員証で開錠して入るのだが、明るくて開放的なオフィスとは違って閉鎖的な部屋である。広さは六畳ほど。照明はあるが、窓はない。換気は換気扇で行っているようだ。白い壁全面に棚が設置されていて、転倒防止の伸縮棒が取り付けられている。棚の中は綺麗に整理されていて、分厚いファイルがぎっしり詰まっている。

　つまり私たちが任される仕事とは、書類整理だ。

「仕事は大きく分けて三つ。年月が経って取っておく必要のなくなった書類を捨てて新しくスペースを作ること。一昨年度の月別にまとめてある書類を、種類別のファイルに綴じ直すこと。そして掃除」

「わかりました」

「詳しくはこのファイルに指示が書いてあるので、しっかり読んで間違いのないよう処理をお願いね」

　北村さんからファイルを受け取り、軽く中を覗いてみた。かなり具体的に詳しく書いてある。私たち新人にもできそうではあるが、楽な仕事でないことは確かだ。読み込んで理解するだけでも、結構な労力を使うだろう。

　北村さんはにっこりと微笑んでおっしゃる。

「ＤＴＩでは毎年新人にお願いしてる恒例行事みたいなものなんだけど、大事な書類を間違って捨てられたりすると最悪何百億円もの損失が発生する場合もあるから、気をつけて」

　できそうだと思った気持ちがひゅっと引っ込んだ。何百億円もの責任が自分に課せられるのだと思ったら、怖い。

「もし僕たちで判断ができない書類があった場合は、都度質問にうかがってもいいのでしょうか」

　猪狩の冷静な質問に、北村さんは首を横に振った。

「私にも仕事があるから、都度来られると困ります。ファイルをよく読んで、できるだけ自分たちで解決してね。それでもダメな時は、一日に一度だけ時間を取ってあげるから、相談して」

「はい、その時はよろしくお願いします。それともう一つ。期限はいつまでになりますか？」

　北村さんは笑顔のまま、少し考えて答えた。

「……月次処理の日までくらい、かな」

　なんだ。そんなにゆっくりでいいんだ。

　私はのんびりそう考えたのだけれど、猪狩はまじめな顔で告げた。

「つまり、〝なるはや〟ってことですね」

　えっ……そうなの？　今の会話のどこからそうなったのか、私にはわからない。

「じゃあ、よろしく。頑張ってね、いろいろと」

　北村さんが、言外になにかを含んだ感じで猪狩に言った。猪狩は苦々しく笑みを浮かべ、「はい」と返す。その顔を見た北村さんは満足そうに微笑み、手を振って部屋から出ていった。

「ねぇ、猪狩。いろいろって、どういう意味？」

「……なんでもねーよ」






　私たちはまず、倉庫から長机とパイプ椅子を借り、作業環境を確保することから始めた。その次に二人でファイルを読み込んで、実際に整理するファイルを確認しながら全体の作業内容と作業量を把握する。

「結構な量だね。このペーパーレス推奨の時代にも、この部署だけでこんなに書類を扱ってるんだ」

「十五年前の分だからだろ。まだＢＳ２が部署分割する前だから顧客数自体が多かっただろうし、紙の伝票がメインの時代だ」

　ビジネスソリューション部は、もともと１課と２課しかなかった。ＢＳ２の事業が膨らんだため、顧客の規模や業種によって部署を分割したのが十年前だと聞いている。だから現在はＢＳ３や４が担当している顧客の書類も、十五年前のものはＢＳ２で保管しているのだ。

「減ったとはいえ、一昨年度の書類もなかなかの量だよ」

「紙で保管しなきゃいけない理由があるんだろ。どんな書類が紙のままなのかを把握しておくだけでも、来生は今後の仕事がやりやすくなるんじゃねーの？」

　猪狩の言葉に、私は目からウロコを落とした。この仕事も勉強の一貫。不平しか口に出していない自分が、急に恥ずかしくなる。

「うん。そうだよね。頑張らなきゃ」

「つーかたぶんこの作業、新人の能力を測るためにやらせてんだと思うよ」

「えっ？　うそ、そんな狙いがあるの？」

「おそらくな。仕事の正確さと速さでアピールできれば、一目置いてもらえる」

　私はただ、面倒だけれど単純な作業を新人に押し付けているのだとしか思わなかった。さっき猪狩が北村さんの言葉から〝なるはや〟を導き出したのは、このことを察していたからだったのか。

「それに、この書類って、この部署の仕事の軌跡だろ？　作業をしながら、年間の流れとか数字とか、役に立ちそうな知識や情報は身に付けておきたい」

「そっか……」

　調子に乗られると鬱陶しいから言わないけれど、猪狩の意識の高さはすごい。この面倒な作業をポジティブに捉え、学ぶ姿勢まで見せる。猪狩のような社員が将来この会社を牽引していくことになるのだろうと、新人ながら確信が持てる。

　ふと猪狩の整った顔が私の方を向いた。胸がドキッと素直に反応する。

　人の多いオフィスから隔てられた狭い部屋で二人きり。これからしばらく、朝から夕方まで毎日この環境だ。作業に集中できる気がしない。失敗して億単位の損失を出してしまったらどうしよう。

　密かにドキドキしている私の顔を見て、猪狩は盛大にため息をついた。

「おまえな、そっか……じゃねーよ。俺の査定は来生の要領にかかってんだっつーの。しっかりやれ。俺のために」

　……私の緊張とときめきを返せこの野郎。

「はぁ？　それが本当だったら、私の査定だってあんたの要領にかかってんだから、あんたこそしっかりやってよね。私のために」

「うるせー。いいからさっさと始めるぞ。俺は早く終わらせて上に一目置かれたいんだよ」

　一夜を共にしたって、狭い部屋で二人になったって、結局私たちはこんな関係なのだ。いちいちときめいていたらキリがない。

　ちゃんと作業に集中しよう。せめて彼の査定を私のせいで下げることがないように。






　翌日の昼休み。

　私は同じく書類整理のミッション中の真由と二人で社食へやってきた。猪狩と野田くんは、外へ食べに行ったらしい。

　私たちは生姜焼き定食をつつきながら、お互いの進捗を報告し合う。

「一昨年の分の仕分けは目処が立ってるんだけど、十五年前の方が膨大で。永遠に終わる気がしないよ」

「うちは逆よ。十五年前のはないけど、クライアントの数が多い分書類も多くて、同じく永遠に終わる気がしない」

　ＢＳ３には十五年前のものがないから私たちより楽そうでいいなと安易に思っていたのだけれど、大変なのは同じであるようだ。

　お互いにこの試練を頑張るしかない。互いの健闘を讃え合い、肉を食して午後のエネルギーをチャージする。

「ところで愛梨沙。そろそろ聞こうと思ってたんだけど」

　先に定食を食べ終えた真由が、そう切り出した。

「なに？」

「先週、部屋に猪狩くんを泊めたでしょ」

「ゴホッ……！」

　危うく生姜焼きを鼻から出してしまうところだった。

　え？　え？　どうして真由が知ってるの？　彼女の部屋は隣だ。まさか、あの夜の声が聞こえていたとか？　だとしたら恥ずかしさで死ねる気がする。

「図星なのね」

　真由は楽しげに妖しい笑みを浮かべている。

「図星というか、なんというか……」

「ごまかしても無駄よ。あの日の朝、私、二人の言い合いが聞こえて目が覚めたんだから」

　ああ、そっちね！　聞こえていたのはそっちなのね！　夜の方じゃなくてよかった。恥ずか死なずに済んだ。

「朝から騒いですみませんでした」

「そんな謝罪が聞きたいんじゃないのよ。猪狩くんとなにがあったのか、じっくり聞かせてもらうからね」

　真由の目が好奇心でギラギラしている。見逃してくれる見込みはない。

　私は生姜焼きを食べ終えてからお昼休憩が終わるまでの約三十分間、真由から猪狩との関係についてたっぷり尋問を受け、洗いざらいを白状したのだった。






　午後からも書類整理作業は続く。

　現在は北村さんの説明のうち「年月が経って取っておく必要のなくなった書類を捨てて新しくスペースを作る」作業に勤しんでいるのだが、彼女の言葉ほど単純ではない。

　一枚一枚内容を確認し、マニュアルに沿って要不要を判断。不要なものは破棄をするのだが、ゴミ箱に入れたりシュレッダーにかけたりしておしまい、というわけではない。不要になったものでも重要機密にあたるので、まとめて専用の容器に入れ、北村さんのチェックを受けたのち、専門の部署へと運ぶ。書類はその後、会社が契約している業者によって溶解処理されるそうだ。

　取っておく書類についても、紙のまま保管するのかデジタルスキャンするのかなど、その先にも作業が続く。

　想像していた書類整理とは全然違う。知力と体力、そして気力をフルで使う、ハードな仕事だった。幸か不幸か、猪狩と二人きりである状況にときめいている余裕などほとんどない。

　この作業を通して、今まで気付かなかった自分の性質を知った。

　どうやら私は、負の感情の影響を受けるとモタモタしてしまうらしい。疲れた、嫌だ、やりたくない。そういった感情が、無意識に動きに反映されるようなのだ。だけどそのことに気付けたから、意識的に改善できる。これは私のキャリアにおいて、大きな収穫になると思う。

　逆に猪狩は、やりたくない仕事ほど早く終わらせたい精神がはたらいて、サクサク進められるタイプだ。加えて、彼はもともとリーダー気質である。頭の回転と判断が速い。しかし単純作業を継続するのは不得意のようだ。

　双方の特性を考慮した結果、猪狩が大まかな作業の流れを決め、私は彼の指示に従って手元の作業に集中するのが効率的だということになった。猪狩にばかり負担をかけてはいけないので、私も精一杯作業にあたる。

　五月も下旬になり、日中の気温は二十五度を超える。資料保管庫は日光が入らないので、ほのかに涼しい。それでも作業をしていると暑くなるのだが、当然この部屋にエアコンはない。暑さ対策としてできるのは、ジャケットを脱いで袖をまくることくらいだ。

　ネクタイを外して露わになった首元。筋肉と血管の筋が浮かぶ腕。気を抜くと猪狩を邪よこしまな目で見てしまいそうだ。記憶はまだ鮮明に残っている。

　いやいや、そんなことに頭使っている場合じゃないから。

　私は首を横に振って、己の邪気を払った。






「来生、俺もうダメだ。集中が切れた。ちょっと休憩しようぜ」

　猪狩が音を上げたのは、午後三時を過ぎた頃だった。

「そうだね。いったん休もうか」

　二時間以上ノンストップで作業を続けていたから、私も疲れを感じている。

　私たちは狭い書類保管庫を出て、ＢＳフロアのラウンジへ移動した。

　ＤＴＩ本社は各フロアの日当たりのいい場所にラウンジと呼ばれる談話スペースを設けている。主に休憩時に利用されており、社員の憩いの場所だ。

　凝り固まった体を伸ばし、各々自販機でドリンクを購入。テーブルに着き、だらしない姿勢で一息ついた。体に血が巡っている感覚が少しずつ戻ってくる。

「昨日よりは進んだね。でも、これで何割くらい？」

「ようやく二割ちょいってとこ」

「あと何日かかるかなぁ」

「できれば今週中に終わらせたかったけど、現実的に無理そうだな。残業は禁止されてるし」

　はぁ、と猪狩がため息をつく。無念そうな表情だ。

「猪狩、そんなにこの仕事に賭けてるの？」

　上に一目置かれたいと言っていた。だけどこんなに早くから欲張らなくてもいいのでは。無理のないペースでキャリア形成する方が、頑張りが長続きするのではないかと私は思う。

「俺、ゆくゆくはＰＳ部に行きたいんだよね」

「ＰＳって、政府とかと絡むパブリックソリューション部？」

「そう」

　パブリックソリューション、つまり官公事業を専門とする部署だ。政府が掲げた政策をＩＣＴの方面で支えるのが主な仕事で、一般企業にいながら国や自治体を動かせる、我が社でも一握りの精鋭のみが所属できる部署である。

　そんな部署であるからこそ、新人の配属はない。噂によると、ＢＳ部で目立って活躍した有能な人材のみがＰＳ部への移動を打診されるのだという。

「猪狩って本当にエリート思考なんだね」

「違う違う。エリート部署だから行きたいんじゃなくて、本当に官公事業に携わりたいんだよ。ＰＳ部は日本の暮らしをより便利・安全にする事業に直接的に関わってる。俺もそういう大規模で重要性の高い仕事に関わって、国を動かしてみたいんだ」

　夢を語る猪狩の目がキラキラしている。彼はいったいどこまで私を感服させれば気が済むのだろう。

　猪狩が魅力的すぎて困る。胸の高鳴りを悟られないよう繕うのが大変だ。

「って俺、なに語ってんだろ……恥ず」

　照れて赤くなっている猪狩が愛しくてたまらない。いつもならここでやり合うところなのだが、素晴らしい夢の話を聞かされてそんなことができるはずがない。

「いいじゃん。私はカッコいい夢だと思ったよ」

　だから私も応援したい。力になりたい。

「お、おう……」

　応援といっても、私にできるのはこの書類整理の仕事を頑張って猪狩の評価に貢献することくらいだ。だから。

「休憩はこの辺にして、続きの作業をやろうか」

「そうだな」






　私にもかつては夢があった。

　知的で品のいい女性アナウンサーになりたかった。

　高校で放送部に入ったのは、夢のためにアナウンス技術を身に付けたかったからだ。おかげで多少の技術は身に付いたと思う。

　私の所属していた放送部の活動は、アナウンスの練習だけではなかった。各種朗読やテレビ・ラジオの番組制作なども行う、超本格的な放送部だったのだ。おかげでアナウンス技術だけではなく、様々な機材の知識や操作技術も身に付けることができた。

　私たちの練習は運動部さながらにスパルタだったし、番組制作では自宅で徹夜して動画編集をしなければならないこともあった。ハードだったけれど楽しくて充実していて、夢にどんどん近付いているような気がしていた。

　アナウンサーになる夢を諦めたのは、大学二年生の時だ。諦めたというより、アナウンサーという仕事への憧れがなくなってしまったという方が正しい。

　憧れを失ったきっかけは、大好きだった人気女性アナウンサーのベッド写真がネットで拡散された事件だ。いわゆるリベンジポルノである。

　この事件を皮切りに、嘘か本当かもわからない彼女の過去の男性遍歴や現在の交友関係などが一斉に晒された。彼女は担当していた番組を次々と降板し、一時期はほとんどテレビに出ていなかった。

　それまでの私は、女性アナウンサーが活躍して脚光を浴びる部分しか見ていなかった。世に顔と名前を知られるということがどんなリスクを孕んでいるのかなど、考えたこともなかった。画面の中で輝いているアナウンサーたちは、カメラを向けられていないところで一般人には無縁のものと戦っている。

　私には、そのリスクを背負う器と戦いに挑む度胸がなかったのだ。






　保管庫へ戻り、作業を再開。夢の話の流れで、私もついこんな話をしてしまった。彼のキラキラした話と比べると、ひどくくだらない愚痴のような話である。話し終えてからそれに気付き、恥ずかしくなった。

「なんかごめん。つまらない話だよね」

　てっきりバカにされて笑われると思ったのだが、意外なことに、猪狩はまじめな顔で首を横に振った。

「いや、そんなことねーよ。なんか、いろいろ納得したわ」

「納得？」

「ああ。来生って研修でナチュラルに動画編集ソフトを使いこなしたり、プレゼンではやけに演出が上手かったりして、こいつ何者だ？　って密かに思ってたんだよ。なるほど、プロを目指して本気で放送部をやってたからなんだな」

　確かに編集や演出は私の得意分野で、研修時は率先して行動していたけれど、猪狩がそんな風に評価してくれているとは思ってもみなかった。

　猪狩に褒められると、心の奥がむず痒くなって落ち着かない。

「結局プロ目指すのはやめて、普通に会社員になったけどね」

「現実を知って夢が夢じゃなくなることくらい、誰にでもあるっしょ。俺だって高校くらいまでは本気で宇宙飛行士になりたかったけど諦めた」

「それはそれで大きな夢だね」

　猪狩だったら宇宙飛行士にでもなんにでもなれるような気がする……というのは、惚れた者の買いかぶりかもしれない。それでも、彼にはそう思わせるくらいの魅力があるのは確かだ。

「夢が夢でなくなったって、目指す過程で身に付いたスキルは本物だろ。そのスキルを買われて天下のＤＴＩに就職できたんだから、自分に自信持とうぜ」

　猪狩にそう言われると、なんだかものすごく自分が有能な人間になったような気分だ。

「うん、そうだよね。自信持つ」

　慣れない褒め合いのせいで、狭い書類保管庫の中の空気が異様な流れ方をしている。嫌な雰囲気というわけではないけれど、今までと違いすぎて誰か知らない人と話しているよう。

「なんか、俺らがまじめな話をすると妙な感じになるな」

「だね。調子狂うから、黙って仕事しよっか」

「そうだな。集中しよう」

　ここは狭くて人の出入りもほとんどなく、善くも悪くも自分たちの醸し出す空気がとどまりやすい。この部屋にいると、いつもの楽しくてくだらない言い合いにも肌を重ねた男女独特の照れが混じっているのがよくわかる。そうとは口に出さないけれど、猪狩もきっとそう感じていると思う。

　お互いになにも起こっていないかのように振る舞っているけれど、猪狩はあの夜のことをどう思っているのだろう。私のように毎日思い出しては胸をかきむしって悶えていることを期待しているわけではないけれど、少しくらい彼の心を乱せていますように。






　それから数日後、金曜日。

　私たちの書類整理作業も、ようやくゴールが感じられるところまで来た。この調子なら、来週前半には問題なく終えられるだろう。月次処理の日までには十分余裕を持って完了する見込みだ。

　当初今週中の完了を目標にしていた猪狩は納得いかない顔をしているけれど、北村さんに話を聞いた限り、十分に一目置いてもらえるくらいの速さだと思う。彼の夢の実現に私の頑張りが少しでも貢献できていれば嬉しい。

「この仕事が終わったら、猪狩とこんなに長く一緒に過ごすこと、もうないんだろうな……」

　昼休み、猪狩がまだ保管庫へ戻っていないのをいいことに、ぽつり呟く。宛てのない独り言は反響することもなく、重く分厚いファイルに吸収された。

　次の瞬間、保管庫のセキュリティーロックがピーっと音を立てた。聞かれてはいけないことを口走っていた私は慌てて姿勢を整える。

　勢いよく扉が開き、昼の休憩を終えた猪狩が入室。

「お疲れ。来生は今日も藤崎と社食？」

「う、うん。猪狩は？」

　焦って声が裏返った。さっきの呟きが彼に聞こえているわけがないとわかってはいるのだけれど、無駄に神経を消耗してしまった。

　猪狩は気にすることなく答える。

「同期五人で、吉永さんに教えてもらった店に行ってきた」

「いいなぁ！　イケメンイチオシの店」

　女子社員のアイドルである吉永さん。いったいなにを食べたらあんなにイケメンになるのか、ミーハー女としてはおおいに興味がある。

　そう思ったのが表情に出てしまっていたのか、猪狩は顔を引きつらせた。

「ただの焼き魚定食屋だぞ」

　なるほど、魚を食べるといいのね。そういえば最近あんまり食べていない。

「私も今夜は魚にしようっと」

　体にもいいし、頭もよくなるというし。もしかしたら、少しくらい吉永さんのように美しくなれるかもしれないし。

「まったく単純なやつだな」

「うるさい。別にいいでしょ、真似したって」

　猪狩が定位置である私の正面に座る。このアングルの猪狩もそろそろ見納めだ。

「そういえば、来月寮のメンバーで飲み行こうって話になってさ」

〝飲み〟というワードに心が乱れる。無論、あの夜のことを思い起こしたからだ。

　不可抗力だけど、それを悟らせてはいけない。この狭い部屋の中ではごまかすことが難しい。

「そうなんだ。でも結構な人数になるよね」

　大東東京第一社員寮で暮らす同期社員は三十六名。どこの店でも気軽に迎え入れてもらえる人数ではない。

「ああ。参加人数次第だけど、広いところを探すか、どこか貸し切るか、考え中だってよ」

「私、貸切の方がいいな。他のお客さんのこと気にせずに楽しめるし！」

「とか言って、また飲みすぎんなよ。五階まで運ぶのダルい」

　猪狩がナチュラルに発したセリフに、返事ができなかった。

　彼は私が潰れたら、また自分が部屋まで運んでくれるつもり……らしい。そうなると、どうしてもその後のことについて意識せざるを得ない。

「……なんだよ。急に黙るなよ」

　猪狩が訝って眉間にしわを寄せたが、私の表情を見て察したようだ。途端に猪狩もはにかみを見せた。失言したのは猪狩の方だと、認識したのだろう。

　仕事中はあまり意識しないようにしていたけれど、私たちは一線を越えた男と女。私から仕掛けて、猪狩がそれに乗った。

　猪狩はカッコいいから、もしかしたらこういうこと……つまり女に誘われて事に至るという事態に慣れているのかもしれないと思っていた。だけど今の彼の顔を見ると、そうでもないのかもしれない。ちょっと嬉しい。

　自分から不埒な遊びに引き込んでおいて勝手だなとは思うけれど、猪狩には女性に誠実であってほしい。

　十数秒間の沈黙の後、先に言葉を発したのは猪狩だった。

「来生。あの夜のこと、どれくらい覚えてんの？」

　どれくらいと聞かれると答えるのは難しいけれど、猪狩の表情も、声も、体温も、肌の香りも、キスの味も、全部覚えているに決まってる。

　ちなみに、あの夜は勢いでなんの準備もなく事に至ったはずなのに、猪狩が自分のバッグから避妊具を出したことも覚えている。

　……あれ？　あんなものを常備しているなんて、やっぱ慣れてる？

　そうだとしたら気にくわない。私はとりあえずこう答えておくことにした。

「まあ、うっすらとは？」

　すると猪狩は、明らかにムッと顔をしかめた。

「うっすら？」

「だって酔ってたし。事後はコテッと寝落ちしちゃったし」

「ムカつく」

　猪狩はそう言ったのと同時に、長机に手をついて立ち上がった。机が軋んだ音とパイプ椅子が動く音が狭い部屋に響き、私の顔に彼の影が落ちる。

　彼の右手が私の左肩を掴んだと思ったら、綺麗な顔がすぐ近くまで迫っていた。

「ちょっ、猪狩？」

　突然の出来事に、思考が追いついていない。心臓が暴れている。

「思い出せないなら、もう一度してやろうか」

　顔を傾け、私の肩を掴む手に力が込められた。血色のいい唇が迫ってきている。互いの熱い吐息がぶつかる感覚に、あの夜の甘いキスが頭に蘇る。

　またあのキスを味わいたい……でも。

「待って！」

　私はそう叫び、猪狩の口を自分の手で押さえた。

「ここ、会社でしょ」

　それに、今キスなんかしてしまったら、塗り直したばかりのリップグロスが彼の唇にうつってしまう。細かいラメ入りの濃いグロスだから、ティッシュで拭ったくらいでは落ち切らない。私たちがなにをしたか、人が見ればすぐにわかる程度には残るだろう。

　そのせいで猪狩がふしだらな社員だと思われてしまうのは嫌だ。

　そう思って必死に自分の理性を引き寄せた。心臓がバクバク鳴っている。

　猪狩は険しい表情で深く息を吐き、一言。

「おまえ、マジ覚えとけよ」

　その後は私の方などほとんど見ず、ものすごい勢いで書類をさばいていた。

　かたや私はずっとドキドキしていたため、作業効率は低下していただろう。

　結果、全体の効率としてはプラマイゼロだ。






　この日の夜、私は帰りがけに書店で購入したファッション雑誌を読み込んでいた。

　もうすぐ六月。我が社では六月一日から男性社員のクールビズが始まるのだが、新入女子社員はこのタイミングでリクルートスーツを卒業するのが慣例らしい。

　明日の土曜日は、六月から着るオフィスカジュアルをゲットするため、真由と二人で買い物に行く予定だ。ファッション雑誌を広げているのは、明日の買い物のためというわけである。

　北村さんに安くてかわいい服が買える店を教えてもらったし、お金も下ろした。準備は万端だ。買い物が楽しみで仕方ない。

　次々と雑誌のページをめくっていると、【気になる彼を虜にする!?　あなたのアピールすべきポイント診断】という特集が目に止まった。チャートに沿って「はい」か「いいえ」で質問に答えていけば、自分のアピールポイントにたどり着くというものだ。

「信じるわけではないけれど、やらずにはいられないのよね」

　私は酒のせいにして好きな男を騙し食うような女だけれど、乙女心を忘れてしまったわけではない。質問に素直に答えながらチャートを進めると、左端の枠にたどり着いた。

【そのままのあなたが最も魅力的！　彼の前では素直に振る舞って】

　ポップに印字された文字が、私の胸にグサリと刺さる。〝素直に〟というのが、今の私には最も難しい。

　かつて私は素直だった。だけど素直であるということは、無防備であるということでもある。

　猪狩に〝無し〟と言われた時の傷はまだ癒えていない。

　本心を隠すことが自分の心を守るのにとても有効だということを、人は本能的に知っている。私はもう傷つきたくないから、本能に従っているだけだ。






　――ピーンポーン　ピーンポーン……

　夜なのにチャイムが鳴った。時刻は午後九時を過ぎている。

　こんな時間に誰だろう。真由だろうか。だとしたら来る前に連絡くらいくれるはずだ。じゃあ、誰？　途端に少し怖くなる。

　寮のチャイムにはインターホンがない。もちろんカメラもついていないため、ドアの覗き穴を見るまでは誰が来たかわからない。

　この寮から出る時はカメラ付きインターホンのある物件を探そうと決め、玄関へと向かう。

　緊張しながら覗き穴を見ると、そこにいるのは猪狩だった。急いで扉を開ける。彼はやや申し訳なさげに「おす」と手を上げた。

　黒のＶネックＴシャツとグレーのスエット姿だ。彼の部屋着姿は研修所でも見たけれど、スーツの時とは別人のように雰囲気が柔らかくて、いい。

「こんな時間にどうしたの？」

「ちょっとな」

　なんだか真剣な顔をしている。まさか、仕事のことでなにかあったんじゃ……などと考えていると、彼は私に迫るようにして中へと入り、扉を閉めた。

「え、ちょっと、なに？」

　猪狩の瞳が妖しく光った……気がした。

「俺さ、焦らされると燃えるんだよね」

　猪狩がそう告げた次の瞬間、私の体は彼の腕に包まれ、首筋に口付けられた。甘くて柔らかい刺激が全身に走り、私は思わず「ひゃあっ」と情けない声を上げる。

「や、ちょっと、いが……んんっ……」

　私の頼りない言葉は、彼の唇によって阻まれてしまった。押し付けるような強いキスが、角度を変えて何度も与えられる。

　ふと昼間のことが頭をよぎる。

　まさか、昼間キスを拒んでからずっと焦れていたの？

「ねぇっ……」

　尋ねたいけれど、彼がそれを許さない。

　熱い舌が侵入してくる頃には、私は彼のなすがままになっていた。摩擦と水っぽい音の振動が強い快感をもたらし、私の腰がみるみる砕けていく。彼は私をしっかりと抱き、容赦なく激しいキスを続ける。

　私はいつの間にか、腕を彼の腰にきつく巻き付け懸命にキスに応えていた。

　もしかして私たち、今夜もまた一つになるのかな。

　疑問は瞬時に期待へ、そして次第に渇望へと転じた。

　自分の体に火がついているのがわかる。もっと触れ合いたくてたまらない。

　それなのに、猪狩は突然キスをやめてしまった。

「今日はここまでな」

　そう言ってニッと口角を上げる。なにかを企んでいる顔だ。

「……え？」

「おやすみ。腹出して寝るなよ」

「ちょっと！」

　ここまで私をメロメロにしておいて、しないの？

　そう表情で訴えるが、猪狩は初めからそのつもりだったのか、意地悪な笑みを浮かべている。

「昼間の仕返し。せいぜい焦れてろ」

　彼は楽しそうにそう告げて、私の部屋から出ていってしまった。

「仕返しって……なにそれ……」

　火をつけられた状態で放置された私はくすぶる熱を上手く逃がすことができず、ただ胸にモヤモヤが溜まっていくのを堪えるしかできない。

　たとえ仕返しでも、彼が自ら私にキスをしに来てくれたことが嬉しい。だけどこんな状態で放置されたことへの腹立たしさもある。

　体は疼き、心は感情が入り混じっていっぱいいっぱい。自分がパンクしてしまいそうだ。

　猪狩は私のことをどう思っているのだろう。キスするくらいだから、女性として意識してくれていると思っていいのだろうか。

　自惚れたい。でも勘違いはしたくない。確認するのは怖い。

　彼と恋人になることは諦めたつもりだった。だからケンカ友達というポジションを確立した。

　歓迎会の夜に彼を誘惑したのは、関係の進展を望んだからではなく、〝無し〟と言った彼をその気にさせて自尊心を取り戻したかったからだ。

　けれど、近づけば触れたくなる。

　触れれば一つになりたくなる。

　そして一つになればずっと一緒にいたくなる。

　私は自分で思っていた以上に欲張りな女だったようだ。諦めたフリをしていたけれど、本心では猪狩の恋人になりたくて仕方がないのだと、認めざるを得ない。

『俺、見た目は華やかで中身は控えめな大和撫子タイプが好きなんだよね。来生は真逆じゃん？』

　自分が彼の求める恋人像と真逆であるとわかっていても、彼を手に入れたい。






　愛しさと絶望感で胸が痛み、苦しくなって玄関の段差に腰掛けた。

　猪狩が階段を下りていく音がかすかに聞こえる。

　自分で自分の腕を抱くと、猪狩の体温がまだ残っているのを感じた。

　体の中でくすぶっている熱は、しばらく冷めそうにない。

















第三章　キスの後の言葉がそれかよ












　猪狩の効率と正確さにこだわった作業によって、私たちＢＳ２ペアは同じ作業に当たっている他のどの部署の新人たちよりも早く書類整理を完了することができた。

　猪狩は狙い通り一目置かれ、作業が終わったその日からイケメンエリートこと吉永さんに付き、営業担当者として本格的な修行を始めた。

「猪狩、資料全部持ったか？」

「はい。予備も二部ずつ準備しました」

「よし。あ、名刺は？」

「とりあえず多めに三十枚入れてます。足りますか？」

「十分だよ」

　美形二人が真剣な顔つきで話している様子は壮観だ。吉永さんは我々女子社員にとって崇拝の的だけれど、きっと猪狩もそうなるのだろう。いずれ恋敵が現れるだろうし、知らないだけで、もういるのかもしれない。

　猪狩の外出が増えたため、同じ部署にもかかわらず、私が彼の姿を見る機会は少なくなった。機会がないから、あまり話もできていない。書類整理中はあんなに一緒にいたのに、作業を完了してからは朝の挨拶程度だ。外出先で飲みに誘われることが多いのか、ここ数日はオフィスに戻らず直帰しているらしい。退勤時間すら重ならないため、先週末のキス逃げ事件について文句を言うチャンスすらない。






　六月に突入し、私たち新入社員のＯＪＴも残り一ヶ月だ。七月からは本配属された部署で勤務することになる。一般職で入社し、本社あるいは付近のビルでの勤務が確定している私は、本配属もＢＳ２でほぼ確定だ。かたや総合職で入社した猪狩は、世界中どこの部署に配属されるかわからない。

　本配属先が別になれば、猪狩とはますます会えなくなる。加えて、今でこそ同じ寮で暮らしているけれど、一年以内には各々別のところへ引っ越す。ゆっくり言葉を交わせる機会など、年に数回あればいい方だろう。

　お互いが意志を持って一緒にいようとしない限り、同期というだけの遠い存在になってしまうのだ。

　私と猪狩が一緒にいられる時間は、あとわずかかもしれない。






　書類整理を終え、私の方もより実務的な仕事を任せてもらえるようになってきた。これまでと大きく異なるのは、クライアントや取引先、つまり社外の人たちとやり取りをするようになったことだ。

「ＤＴＩビジネスソリューション２課の来生と申します。お世話になっております。先ほどお問い合わせいただきました件、新しい資料がございましたので、メールにて送信させていただきました。添付ファイルのご確認をお願いいたします」

　研修では電話対応に自信があった。けれど、研修と実務では全然違うのだと思い知らされる。

　研修には設定や台本があった。書いてある通りに覚えて口に出せばクリアできる。そこには責任などなにもない。

　しかし実務には責任がある。会社の名前、そのクライアントを担当している営業マン、そして私にこの仕事を任せてくれた北村さんの責任を背負って話をしなければならない。

　新人だから仕方ない部分はあるのかもしれないけれど、私が対応したせいで即答できないことがあった。相手に不便をかけてしまい、自分の未熟さを思い知った。

　私にはまだ、できることが少なすぎる。ちょっと綺麗に喋ることができたって、それだけではなんの役にも立たないのだ。






「そんなことないよ。来生さん、本当に綺麗な話し方するもん。立派な武器だと思うけどな」

　ラウンジにてコーヒーブレイク中、北村さんがそう言って励ましてくれた。

「この武器が、いつか役に立つといいんですけど」

「もうすでに立ってるでしょ。来生さんの声、心地いいもの。電話の相手が綺麗な声に癒やされて、我が社の印象がアップして、良好な関係の継続に一役買ってくれていると思うよ」

「ありがとうございます。そう言ってもらえると、自信がつきます」

　北村さんは今日もおしゃれだ。凝ったデザインのスカートをオフィスに合うよう見事にコーディネートしている。私は買い物に行ったものの、雑誌に似せた無難なコーディネートしかできなかった。仕事もファッションも、彼女からはまだまだたくさん学びたい。

　フェミニンなファッションなのに、声がちょっとハスキーで性格も男前。

　このギャップこそ北村さんの魅力だと、私は思っている。男性にチヤホヤされることはないけれど、老若男女問わずみんなに慕われる、カッコいいお姉さんだ。

「北村さん。ちょっとプライベートなこと聞いてもいいですか？」

「いいよ」

「彼氏いますか？」

「えっ」

　北村さんの声が裏返る。みるみる頬が赤くなって、仕事中には見たことのない恥じらいの表情を浮かべた。フェミニンな装いも相まって、ものすごくかわいい。質問の答えは明白だ。

「いるんですね？　いいなぁ」

「いる、けど……もう、やだ恥ずかしい」

　きっと北村さんの彼氏は、こんなところを好きになったんだろうなと思う。

「彼氏さん、どんな人ですか？」

「みんな知ってるし、隠しても仕方ないから正直に言うけど、会社の人だよ」

　なんと、社内恋愛！　自分もそれを望んでいるため、ついまた「いいなぁ」と言いそうになったのをぐっと堪える。

「どこの部署の人なんですか？」

「東北支社」

「東北支社って、仙台の？　遠距離ですね」

　北村さんは少し寂しげに首を縦に振った。

「彼とは同期でね。新人の頃、仮配属先が一緒だったの。ちょうど来生さんと猪狩くんみたいな感じ」

　猪狩の名前が出て、条件反射的に心が弾んだ。浅ましいとは思いつつ、私と猪狩が北村さんと彼のようになることを想像してしまう。

「せっかく同じ会社なのに、離れていると寂しいですね」

　彼女は私の言葉に同意はしなかったけれど、ごまかすように笑みを見せた。後輩に弱いところを見せないために、寂しさを悟られたくないのかもしれない。

「来生さんは？　彼氏いないの？」

「残念ながら、いません。絶賛片想い中です」

「片想い？」

「はい。好きな人に、私は〝無し〟だと言われてしまって」

　それが悔しくて、一晩だけ口説き落としましたとはさすがに言えない。

　北村さんはなぜか不思議そうな顔をして首を傾げた。

「私、なにか変なこと言いました？」

「ううん。なんでもない。有り無しなんて、きっかけ次第でコロッと変わるんだから。来生さんなら大丈夫！」

　北村さんはやけに力強く断言する。彼女はこの会社でどんな風に愛を育んだのだろう。気になるけれど、それはいつかゆっくり聞いてみようと思う。

「ありがとうございます。私、もう少し頑張ってみますね」

　有り無しなんて、きっかけ次第。

　彼女の言う通りだ。ふとしたきっかけで〝無し〟と言った彼を一晩口説き落とせたのだから、もっとすごいことだって起こり得るはず。

　ＯＪＴ終了まで、あと一ヶ月弱。

　今さら猪狩相手に好意ばかりを示すのは無理だけれど、一緒にいて楽しいと思ってもらえるよう、そしてもう少しくらい女として見てもらえるよう、めいっぱい来生愛梨沙という人間をアピールしたい。






　歓迎会の夜、猪狩はどうして私の誘いに乗ってくれたのだろう。

　あれからずっと、私はその答えを想像している。

　いくら男だからって、気持ちいいことができれば相手は誰でもいいというわけではあるまい。私に触れる手は優しかったし、ぞんざいに抱かれたとは思わなかった。それに、ベッドに誘ったのは私だけれど、よくよく思い返してみたら、猪狩にキスされた方が先だった気がする。

　もしかしたら、猪狩も私を……？

　なんてポジティブに考えると、それを遮るようにネガティブな思考も湧いてくる。

　猪狩はモテて生きてきたはずだ。しかし現在恋人はいない様子。求められたら応えるということを、気まぐれに行っているのかもしれない。避妊具を常備しているのは、自分がその気になった時にいつでも応えられるようにしているからなのでは。

　つまり、相手は誰でもよかった……？

　考えたところで堂々巡りで答えは出ない。だからといって猪狩本人に問う勇気があるはずもない。

　北村さんに「頑張ってみます」なんて言ってしまったけれど、頑張るってなんだろう。猪狩に少しでも魅力的に見られたいとは思うけれど、見た目が普通で賑やかなタイプである私は、彼の求める華やかな大和撫子とは程遠い。

　せめて見た目だけでもレベルアップしたいと思い、ヘアケアやスキンケア、唇のケアは怠らないようにしているけれど、効果のほどは不明だ。

　すでに体の中までオープンにしている状態で、これ以上自分のなにをアピールすればいいのだろう。

　心の中、つまり告白しか残っていないのでは。

「猪狩、好きだよ」

　夜、猪狩と抱き合ったベッドに寝転がった状態で、小さく口に出してみた。誰も聞いていないのに、体がじんわり温かくなる。

　はにかんで「俺も」という猪狩と、気まずそうに動揺する猪狩の両方が頭に浮かぶ。ただの想像なのに、前者から得られる幸福感より後者がもたらす胸の痛みの方が強い。

　不快感を散らすため、ジタバタ手足をばたつかせる。その程度では全然発散できない。言い換えれば、それほど猪狩を好いてしまっている。でも。

「告白なんて無理だ……」

　告白して玉砕すれば、失恋するだけでなく、友達という地位すら失ってしまう。それは嫌だ。

　恋が成就する可能性の方が低いのに、みすみす今の関係を壊すリスクを負いたくない。






　一人でウジウジ悩んでいるうちに喉が渇いてきた。冷蔵庫を開けたけれどストックしていた飲み物はほとんど消費してしまっていて、ミネラルウォーターが残り五十ミリリットルほど残っているのみ。

　私はそれを飲み干し、近くのコンビニへ買い物に行くことを決めた。

　六月になり、暦の上では夏になった。けれど夜はまだちょっと涼しい。部屋着のＴシャツにニットを羽織り、サンダルを履いて外に出た。

　五階から階段を下りきったらコンビニまでは数分で着く。都心エリアとはいえ、この辺りは静かで人が少ないから、夜一人で歩くのはちょっぴり心細い。

　店に到着。雑誌コーナーをスルーして飲料コーナーへ進み、水や清涼飲料水をいくつかカゴに入れる。

　ついでにおやつも見ていこう、と思ったところで横から声をかけられた。

「あれ、来生？」

　クールビズスタイルの猪狩だった。

　こんな風に外で偶然出会ったのは初めてだ。会えた嬉しさでニヤニヤしてしまいそう。今の今までジタバタするほど彼のことで悩んでいたのに、我ながら単純だ。

「猪狩じゃん。今帰り？」

　頬の赤みを見る限り、仕事をしていたわけではなく、酒を飲んでいたのだろう。手にはウコン飲料が握られている。

「おう。吉永さんに連れられて、飲み行ってた」

　また吉永さん……！　イケメンコンビで飲んでいただと？　周囲にいる女性が放っておかなかったのでは？

「いいなぁ。猪狩ばっかり吉永さんにかまってもらえてずるい」

　私がそう言って小突くと、猪狩は一瞬顔を引きつらせた。きっと吉永さんに食いつく私に呆れたのだろう。しかしすぐにニカッと笑う。

「……うらやましいだろ。明日もイケメン独占だぜ」

「うらやましいー」

　猪狩を独占している吉永さんの方が、とは言えないけれど。

　私たちは会計を済ませ、一緒に寮へと向かう。

「実際さ、吉永さんってあの顔で仕事もできるんだよ。本物のハイスペック。絶対出世するわ」

「らしいね。女子社員の間ではアイドルだし、ファン多いと思う」

「性格もいいからなぁ。誰も敵わねーよ」

　猪狩も負けてないよ、なんて言ったらきっと気持ち悪がられる。だから私は、いつも通り軽口を叩く。

「まあ、あんたなんか一生かかったって敵わなそうだよね」

「うるせーな。俺だって頑張るわ。つーか身長だけなら勝ってるわ」

「身長って。そんな変わんないじゃん」

「吉永さん一七四センチ、俺一七六センチで二センチ勝ってる」

　ムキになっている猪狩がかわいい。仕事中はキリッとしているから、こんな彼を見られるのは久しぶりだ。

「ぷぷっ。二センチって、誤差じゃん」

「いやいや、男にとってはこの二センチが大事なんだよ」

「そんなんで勝ったと思ってるうちは、本当に敵わないんじゃない？」

「女だって体重二キロで大騒ぎするだろ。それと一緒だっつーの」

　コンビニから寮までの静かで人通りの少ない道も、二人だと心細さなんて微塵も感じない。やいのやいの言い合っているうちに、私たちは寮の近くまで来ていた。

「吉永さんって、今二十八歳だっけ？」

「そう。俺と一緒で浪人組だから六年目か」

「あれだけの人が未だに独身って奇跡だよね。でもすっごい美人の彼女とかいるんだろうなぁ」

　出会ったばかりの時、猪狩に対してもそう思ったっけ。

「いねーよ」

「え？」

「吉永さん。彼女いないってよ」

　猪狩がやけにまじめな顔で告げた。

「えっ……そうなんだ。意外だね」

　猪狩はもしかして、私が本気で吉永さんを追っかけるつもりだと思っているのだろうか。吉永さんがフリーという情報をくれたのは、そんな私を応援するつもりだから？

　勝手な想像なのに、胸に鈍痛が走る。

　恋している自分が嫌だ。勝手な想像に一喜一憂して、痛みまで覚える。

　たまに「片想いっていいよね」と言う人がいるが、私には到底理解できそうもない。

「でも残念だったな。吉永さん、前に社内恋愛で手痛く失敗してるから、今後ＤＴＩの社員は対象外だってよ」

「そ、そうなんだ……」

　猪狩がいつものように意地悪な笑みを見せてきたのに、私はネガ思考に囚われていて、上手に言い返すことができなかった。

　妙な雰囲気になったところで寮に到着。お互いに無言で郵便受けを確認し、階段を上る。猪狩の住む二階まではすぐだ。

　一階と二階の間にある踊り場で、猪狩は突然足を止めた。

「なぁ、来生」

　先の階段を一段上った私もつられて足を止める。一段上ったことによって彼の視線と高さが揃い、実際の距離よりも近く感じる。

「ん？」

「……やっぱあの人が好きなんだな」

　苦しげな顔でなにか言った次の瞬間、彼は私との距離を一気に詰め、押し付けるように唇を重ねた。

　数秒して、ゆっくりと離れていく。

「え？　なんて言ったの？」

　猪狩はなにも答えず、再び強く唇を押し付けた。酒気を帯びた舌が無遠慮に侵入してきて、奪うようにかき回す。呼吸すら私のペースではさせてくれない。

　ここは社員寮の階段。誰に見られるかもわからないのに。

　そうは思うけれど、猪狩を突き飛ばす気にはなれない。

　彼のキスの癖を覚えている。私が応えると、濃度が高まり快感が増す。猪狩を好きだという気持ちが、首の裏の方から溢れているのがわかる。溢れたものが全身を巡り、指の先までビリビリ痺れてきた。

　この気持ちを胸に留めているのが辛い。

　もういっそ、好きだと言ってしまおうか。

「私ね」

「俺さ」

　放した唇の代わりに、今度は互いの言葉が重なる。

　意気地のない私は、口を閉じることで発言権を彼に渡した。

「吉永さんに、合コン誘われてんだ。相手はＣＡだって」

　……は？　え？　このタイミングで、なにそれ。

　キスによって放出されていた恋愛ホルモンが、ピタリと止まる感覚がした。

　膨らんでいた期待感が急速に萎んでいく。

　合コン？　ＣＡ？　さぞかし洗練された美女ばかりがいらっしゃるのでしょうね。

「……ふーん、よかったじゃん」

「……ああ、すげー楽しみ」

　きっとあんた好みの、見た目は華やかで中身は控えめな大和撫子タイプの女性も来るんでしょうね。そして上手くいけば、また常備している避妊具が役に立つんでしょうね。

　ムカつく。殴りたい。そして泣きたい。

「まさか、吉永さんがいるのに自分がモテると思ってんの？」

「俺に興味持ってくれる人もいるかもしんねーだろ」

　強く興味を持っている女が、こんなに近くにいるのに。

　こんなキスまでしておいて、私をいったいなんだと思ってるの。

　目と胸の奥がツンと痛む。ヤバい、泣いてしまう。

「ま、せいぜい頑張れば」

　私は彼に背を向け、強い足取りで階段を上った。

　目に溜まった涙は見られていないはずだ。






　この夜、私は夜通しスマートフォンで恋愛系のコラムを読み漁った。

「一度体の関係を持つと、女はナメられる」

「一度体の関係を持つと、男は満足して興味を失う」

「一度体の関係を持つと、中途半端な関係がズルズル続きやすい」

　このような記事を読んでは落ち込み、別の記事に救いを求めた。

　けれど、一度体の関係を持った男女に関するコラムはネガティブなものが圧倒的に多くて、私が救われるようなコラムには出会えなかった。

　こんな風に苦しむはずじゃなかった。

　私はただ私を〝無し〟だと言った猪狩を籠絡したかっただけで、こんなにも身を焦がす予定ではなかったのだ。

　私はいつまでも救いを求め、結局朝方まで記事を漁り続けたのだった。






　出勤時、私の顔を見た真由の言葉がこれだ。

「愛梨沙。その顔、どうしたの？」

　己の顔のひどさは、化粧を施した際に自覚している。まぶたはむくみ、目の下には青クマ。自己流でマッサージをしてみたりコンシーラーを叩き込んだりしてみたが、私のメイキャップ技術では隠しきれなかった。

「いろいろあって眠れなくて」

「いろいろって？」

「……猪狩」

　私の気持ちを知っている真由は、察したようにため息をついた。そして私を励ますように肩を撫でてくれた。

「話は昼休みに聞くから、午前中の仕事頑張ろう」

「うん」

　ＢＳ２のオフィスに入ると、すでに猪狩が出勤していた。何食わぬ顔でパソコンに向かっている。吉永さんに頼まれた資料でも作っているのだろう。

　ねぇ、合コンになんて行かないで。

　そう言えたら、猪狩は参加を思いとどまるだろうか。

「素直になりたい……」

　無声音で漏らしてしまった私の呟きは、賑やかな始業前の喧騒にかき消えた。

　どんなに片想いが辛くても、仕事はきちんとこなさねばならない。

















第四章　期待値の高低差がありすぎて












　六月中旬。この頃は梅雨前線の影響で傘が必需品だ。

　あれから猪狩とは「おはよう」と「お疲れ」以外まともに話していない。件くだんのＣＡ合コンの結果を聞きたくなくて、私の方がなんとなく避けている。もとより書類整理以来あまり話す機会がなかったから、彼とて私が避けていることに気付いてなどいないだろう。

　また、ＯＪＴも後半に入っており、任される仕事が日に日に増えている私自身も忙しい。報われる可能性の低い恋なんかにエネルギーを費やしている暇などない。






「来生さん。ちょっといいかな」

　この日の午後、そう言って私の肩を叩いたのは吉永さんだった。

　至近距離で見るイケメンは破壊力がすごい。猪狩も綺麗な顔をしているけれど、まだちょっと少年っぽい。吉永さんはキラキラ系というか、美麗な王子様という感じだ。さらに大人の色気もあって、私のような小娘はイチコロだ。

　そのうち猪狩もこんな色気を醸し出すようになるのだろう。想像だけでドキドキできる自分が怖い。

　私は脳内の興奮を抑え、吉永さんに向けてにっこり笑顔を見せた。

「はい。なんでしょう」

「ちょっとお願いしたい仕事があるんだ。打ち合わせしたいから、ミーティングルームまで来てくれる？」

「わかりました。すぐにうかがいます」

　筆記用具とメモ用のノートを持ち、ミーティングルームへ入室。最大八人が入れる部屋には、すでに橋本課長と猪狩がいた。私は吉永さんに促され、猪狩の隣に着席。吉永さんは橋本課長の横の、ノートＰＣや資料が置かれた席に座った。

　課長までいるなんて、いったいどんな仕事を任されるのだろう。猪狩もやや緊張しているように見える。

「二人とも、そんなに固くならないで。緊張するのはまだ早いよ」

　課長がそう言って微笑む。〝まだ〟早いということは、緊張するような仕事を任されるということなのだろうか。

　吉永さんはますます表情を硬くした私たちを見て、課長を窘めた。

「課長。大事な新人なんですから、意地悪しないであげてくださいよ」

「ごめんごめん。二人があんまり険しい顔をしてるから、おもしろくなっちゃって」

　課長がおどけてそう言うので、自然と笑いが漏れた。場は和んだけれど、わざわざミーティングルームに呼び出してまで指示を受けるからには、今までに任されてきたものとはレベルが違うのだろうという予感はある。

「今日ここに呼んだのはね、きみたちにとても大事な仕事を任せてみたいと思っているからなんだ」

「大事な仕事、ですか」

　課長の言葉に猪狩が反応する。カラー印刷された資料が一部ずつ、吉永さんによって手渡された。日本人なら誰もが知る自動車メーカー、ワラビ自動車の名前が印字されている。

　ワラビ自動車はこのＤＴＩ本社ビルから徒歩五分圏内のところに本社を構えており、我々ＢＳ２の最も大きなクライアントの一つだ。そしてその担当を務めているのが吉永さんの属するチームである。

「ワラビ自動車本社は一年後、現在建設中の新しいビルへ移転することが決まっているんだ。僕たちは今、業務に支障を来すことなくスムーズに移転が行われるよう、クライアントと一丸になって慎重に計画を立てている」

　吉永さんはそう簡単に説明したが、我々ＤＴＩが担うものは大きい。

　私たちは企業のＩＣＴ、つまり情報通信技術を総合的にサポートしている。システムや通信技術は今やビジネスの要と言っても過言ではない。その技術を提供している我々の仕事は、クライアントの命運を左右するほどのものである。

「それで、私たちの仕事というのは……？」

　恐る恐る尋ねると、吉永さんは至極まじめな顔で答えた。

「本社を移転するからこそ可能になる、新技術導入の提案をする。二人には、そのプレゼンを手伝ってもらおうと思っているんだ」

　現在ワラビ自動車では、ＩＣＴソリューション本部という部署がＩＣＴ関連を統括している。つまり、この部署が私たちの直接的な顧客だ。

　この部署に従事している従業員はおよそ千人。私たちは、その千人を牽引している約三十名の役職者に向けてプレゼンテーションを行うことになるという。

　まだＯＪＴ中の新人には、いや、さすがの吉永さんにも荷が重いであろう大仕事だ。

「猪狩。おまえには俺たちと一緒にプレゼンターを務めてもらいたい。どの部分を担当するかは後で検討しよう。きっといい経験になるよ」

「はい」

　猪狩の表情がより引き締まる。この数週間、吉永さんの仕事を間近で見ていた彼は、この仕事の大きさを私以上に理解しているはずだ。

「来生さん」

「はいっ！」

　私はどんな仕事を任されるのだろう。私にできることがあるとは思えない。

「来生さんには、プレゼン全体の司会進行役を務めてもらいたい」

「司会進行役……」

　つまり、私もチームの一員として先方に赴くということだ。

　普段はオフィスから出ないアシスタントも、場合によっては営業に同行して手伝いをすることがまれにあるとは聞いていた。けれど、その貴重な機会がこんなに早く訪れるとは思ってもみなかった。

　吉永さんは続ける。

「来生さんの語りの技術は素晴らしいよ。人の心を惹きつける心地よさがある。きみの声が加われば、僕たちの提案の品格がぐっと上がる。先方の印象も大きく変わると思うんだ。俺たちに力を貸してくれないかな」

　私のスキルが評価され、この大きなビジネスの場で求められている。

　諦めた夢のために磨いた技術。コンクールで金賞を取ったとか、輝かしい功績があるわけでもない。それでも、私の声が必要とされている。

　こんなことってあるんだ。頑張ってきたのは、無駄じゃなかったんだ。

「はい、もちろんです！」

　今までに感じたことのない喜びに鳥肌が立った。気を緩めたら感極まって泣いてしまいそう。

　北村さんが言った通り、私の声は本当に武器になった。






　私たちはこの日のうちに、プレゼンテーションの準備に取り掛かった。

　当日に向けて私の主な仕事は、司会進行の原稿を作成することだ。

　初めと終わりの挨拶や提案の導入、内容を区切る時の口上など、考えることは思ったよりたくさんある。勉強不足ゆえに知らない言葉や業界用語もたくさん出てくるため、原稿を作成する作業はこれまでに作ってきたものよりずっと難しい。

　また、北村さんに任されている他の業務がなくなるわけではないため、自分で時間を作って準備を進めなければならない。ＯＪＴ中である私は特別な事情がない限り残業は禁止されている。時間に余裕はない。

　猪狩もプレゼンターとしての準備を進めている。意識の高い彼のことだ。人並み以上の努力をして、期待以上の働きを見せるに違いない。

　原稿が書き上がったら、久しぶりにアクセント辞典を使って正しい発音を調べよう。そこまでする必要はないのかもしれないけれど、猪狩の初舞台をよりよいものにするために、私も期待以上の働きをしたい。






　数日後。私は限られた時間でがむしゃらに自分の仕事をこなし、原稿を書き上げることができた。これで完成というわけではなく、これから吉永さんに確認してもらい、修正する。

　修正したら完成、というわけでもなく、営業のみなさんが鋭意作成中のプレゼン内容が更新されるたびに幾度も変更を入れることになる。

「吉永さん、原稿が一通り完成したので確認をお願いしていいですか」

　吉永さんは難しい顔をしてＰＣに向かっていたのだけれど、私が声をかけると快く応えてくれた。

「もちろん。せっかくだから読んでもらいたいし、ミーティングルームを取るよ」

　手配に慣れた彼について、先日この仕事を任された部屋へと入った。原稿を見ながら話をするため、隣同士に着席。

　実際に私が読むのを聞いてもらいながら、指摘を受けた部分はプリントアウトした原稿に書き込んでいく。

　吉永さんの言葉は優しいけれど、指摘箇所は思ったよりもずっと多い。社会人として、そしてこの業界の人間としての言葉選びが、まだまだ半人前なのだと思い知る。

「ひとまずこんなところかな」

「ありがとうございます。勉強になりました」

「無茶振りしたのは俺なのに、偉そうにダメ出しばっかしてごめんね」

　吉永さんが申し訳なさそうに笑う。接するたびに彼は優しい人なのだなと伝わってくる。

「私としては、指摘を頂けた方がありがたいんですよ」

「そう言ってもらえると心が軽くなるよ。読みはさすがだよね。来生さんの声に見合う資料を作らなきゃって、気が引き締まった」

「褒めすぎです。調子に乗りますよ」

　吉永さんとミーティングルームで二人きりだなんて、ファンの女子社員に妬まれそう。彼に恋人がいないなんて信じられない。

「本当のことだもん。猪狩に聞いてた以上だったよ」

　唐突に猪狩の名前が出て、胸が大げさにドキッとした。ここ数日は猪狩への恋心を忘れて……というより、忘れるために仕事に集中していたから、抑えていた反動かもしれない。

「猪狩、ですか？」

　私が首を傾げると、吉永さんは「実はね」と前置きして告げた。

「プレゼンの進行役に来生さんを使ったらどうかって、最初に提案したのは猪狩だったんだ」

「えっ……そうなんですか？」

　吉永さんはこくりと頷いた。

「本当はチームのアシスタントの誰かにやってもらうつもりだったんだけどね。猪狩があんまりきみの声を褒めるもんだから」

　どうしよう。顔がどんどん熱くなっていく。

　猪狩が私の声を、私の知らないところで褒めてくれていたとは知らなかった。踊りたくなるほど嬉しいし、叫びたくなるほど照れくさい。

「あはは、顔が真っ赤だね」

「だって、猪狩に褒められるとか思わないじゃないですか」

　私たちがケンカばかりしていることは、吉永さんとて知っているはずだ。

　私の気持ちを知ってか知らずか、彼はさらに言い加える。

「あいつ、本当は来生さんのこと、相当評価してるんだよ。きみは演出と構成も上手いから、困った時は相談してみるといいかもしれないとも言われてる」

「そんなことまで……。私、ただの新人アシスタントなのに。吉永さんにアドバイスなんて、おこがましいです」

　嬉しさと愛しさで胸が激しく揺さぶられている。まさか仕事中に、しかも間接的にここまでときめかされてしまうとは。とんだ不意打ちだ。

「そんなことないよ。実際、ちょっと知恵を借りたいところがあるんだ」

「私でお役に立てるなら、喜んで」

　猪狩はずるい。私ばっかりどんどん好きにさせられる。こんなに素敵な吉永さんを目の前にしてもぐらつかないくらい、猪狩が好きだ。

　その気持ちがこれ以上顔に出ないよう、両手で両頬を押さえる私を見て、吉永さんがクスッと笑いを漏らす。彼にはもう、私の気持ちはバレバレだろう。

「来生さんには、悪いことをしちゃったなぁ」

「悪いこと？」

「実は先週末、合コンに猪狩を連れていったんだよね」

「知ってます。お相手がＣＡなんだって、猪狩に自慢されました」

　合コンがどうだったのか、私はあえて聞かないようにしていた。だけど気にならなかったわけではない。

　吉永さんに聞いてみてもいいかな。いや、でも……。

　私が躊躇していると、吉永さん自ら話し始めた。

「とても綺麗な人たちばかりでね。俺、ドギマギして上手く話せなくて」

「またまた。綺麗な女性には慣れていらっしゃるでしょう？」

「まさか！　俺、女の子は苦手で。全然モテなくて困ってる」

「それ、絶対嘘ですよね」

　この会社のどれだけの女性があなたのファンだと思っているのか。私だってそのうちの一人だ。

「本当だって。母親譲りの派手な顔は気に入ってもらえるんだけど、そのせいで性格の方のハードルが上がるみたい。思ってたのと違うって言われて、恋愛には発展しないんだよ」

「吉永さん、性格も抜群にいいじゃないですか」

「ありがとう。じゃあ、来生さんは俺を選んでくれる？」

　大きくて澄んだ瞳が私を見つめ、そう訴える。

　頷くことができない。吉永さんにこんな顔をさせてしまっても、私の心は猪狩から少しも離れないようだ。

　吉永さんは満足そうに笑みを浮かべた。

「あいつがうらやましいな」

　目の保養や一時的なときめきと真剣な恋愛は別物だ。私は吉永さんのファンだけれど、彼に恋をしているわけではない。

　吉永さんは誠実な人だ。彼ほどの人ならいくらでも女性を転がすことができるのに、愛し愛されるお相手だけを求めている。

　これは平凡な女としての意見だが、彼といい雰囲気になっても「自分は彼に釣り合わない」と思ってしまうし、「遊ばれているのでは？」と疑ってしまうだろう。〝モテない〟というのは、きっと敬遠されているからだ。

「吉永さんならきっと素敵な女性とご縁がありますよ」

　ファンとして、そして後輩として、彼には幸せになってもらいたい。

「だといいんだけどね」

「ちなみに、合コンでの収穫は？」

「うーん。猪狩ばっかりモテてたからなぁ」

「えっ……」

　しまった。また顔に出しちゃった。

　吉永さんはいたずらな笑みを浮かべる。

「あはは。来生さんはわかりやすいね」

「吉永さんって、意外と意地悪できるタイプなんですね」

　さっき言っていた「思ってたのと違う」ってこういうこと？

「ごめんごめん。でも猪狩がモテたのは本当。あいつ、自分は新人だからってみんなに気を使いまくってたんだけど、女性陣にはそんな姿がかわいいってウケてたよ」

　その様子が簡単に想像できる。先月の歓迎会でもＢＳ２の女性社員に囲まれてかわいがられていた。あまり考えないようにしていたけれど、猪狩だって吉永さん同様、いくらでも女性を転がすことができる男なのだ。そのうち「彼女できた」と言われてしまう可能性だっておおいにある。

「私、ウジウジしてる場合じゃないってことですね」

「俺はなにも言ってないよ？」

　――コンコンコン

　仕事中にもかかわらず楽しく恋バナをしているのを咎めるように、強めのノック音が響いた。扉にはめ込まれたガラスから、猪狩が私たちを見ている。ちょうど彼の話をしていた私たちは「噂をすれば影だ」と笑った。

　吉永さんが「どうぞ」と言うと、まじめな顔をした猪狩が扉を開ける。

「吉永さん、ワラビ自動車の担当の方からオフィスの方にお電話がありました。できるだけ早く折り返してほしいそうです」

「あ、社用携帯をデスクに置きっ放しにしてるんだった。すぐかけ直すよ」

「お願いします」

　吉永さんが慌ただしくミーティングルームを出ていく。猪狩もすぐにこの場を去るのだろうと思っていたのだが、体を室内に置いたまま扉を閉め、やや荒い動作で私の隣の席へと腰を下ろした。

「え、なに？　どうしたの？」

　猪狩は明らかに不機嫌だ。

「おまえさ、吉永さんと話す時にデレデレする癖、直んねーな」

「はぁ？　デレデレなんかしてないよ」

　話をしていて楽しいから、ニコニコはしているかもしれない。だけどそれは彼が楽しませてくれるからであり、私が鼻の下を伸ばしているわけではない。

「俺とか野田と話す時と全然違うぞ」

　そりゃそうだと言ってしまいそうになった。私が猪狩といる時、感情が漏れないようどれだけ気を張っていると思っているのだ。

　猪狩が突っかかってくるから、私もついトゲのある言い方をしたくなる。

「なに？　あんた、私に吉永さんに対するのと同じ態度で接してほしいわけ？」

「ちげーよ！　今さらヘラヘラされてもキモい」

「じゃあなんなの？　なにが気に入らないの？」

「別に気に入らないなんて言ってないだろ」

「だったら私がデレデレしたってよくない？」

「それはっ……！」

　いつもの言い合いと違う。普段は私をからかうのを楽しんでいることが感じられるけれど、今の猪狩からはハッキリと怒りのようなものが伝わってくる。こんなの、まるで……。

「まさか、私と吉永さんに嫉妬してんの？」

　ここで猪狩が黙った。否定されて口論がヒートアップすると踏んでいた私は、突然の沈黙に面食らう。

　次の瞬間、猪狩が私の両腕を掴み引き寄せた。椅子のキャスターが転がり勢いよく距離が近づく。

「悪いかよ」

　小さくそう告げた猪狩が、顔を傾け私の首に唇を押し付けた。

「ふぁ……！」

　甘い刺激が全身を駆け回り、会社だというのに変な声を出してしまった。

　猪狩は私の首を跡が残らない程度に唇で柔らかく刺激し続ける。時折響くリップ音。その振動が体の芯をも撫で上げた。

　こんなとこ、会社の人に見られたらどうするの。

　怒ってそう言いたいけれど、むやみに口を開けばいけない声が出てしまいそうでできない。

　猪狩の匂いがする。驚きや焦りより愛しさが優っていく。胸がきゅうっと甘く締め付けられて苦しい。

　会社なのに。仕事中なのに。吉永さんがすぐ戻ってくるかもしれないのに。

「猪狩……待って」

「待たない。唇は避けてるだろ」

　唇でなければいいというわけではない。そういう問題ではないことくらい、猪狩もわかっているはずだ。

「そんなにキスしたいの？」

　私の問いに、猪狩は焦れた顔で答えた。

「したい」

　それはどうして？　単なるキス好き？　それとも、またセックスするための駆け引き？

　これだけ自分の頭の中に予防線を張っても、もう「猪狩も私と同じ気持ちかもしれない」という期待をかき消せない。確信は持てないけれど、吉永さんに嫉妬してくれるくらいだから、きっと少しは特別に思ってくれていると思ってしまう。

「ダメって言ったら、また焦れて燃えちゃう？」

　保管庫でのキス未遂以来、仕事中にベタつきの強いグロスは使っていない。少し拭えばすぐに落とせる色付きリップや、テクスチャーが緩いリップトリートメントを塗るようにしている。言うまでもなく、またキスのチャンスが到来した時に逃さないためだ。

　私の唇を見つめている彼は、とっくにそのことに気付いている。

「もう燃えてる」

　頬に触れ、少しだけ顔を傾けて、私の意思を確認するようにゆっくりと近づく。私はそっと目を閉じた。

「……については本日中にまたご連絡します。はい。では失礼します」

　部屋の外から聞こえてきた吉永さんの声。私と猪狩は反射的に距離を取った。直後、部屋の扉が開く。

「あれ、猪狩。まだいたの」

　吉永さんは意外そうに猪狩を見た。私の心臓はまだ落ち着いていないけれど、察しのいい吉永さんにここで起きていたことを悟られないよう、できうる限り平静を装う。

「ええ、来生にも用事があって。済んだのでもう戻ります」

　猪狩が立ち上がり部屋を出ようとすると、吉永さんが神妙な顔で「いや、ちょうどよかった」と引き止めた。

「先方の都合で、急きょワラビ自動車でのプレゼンが前倒しになったんだ」

　どうやら電話はその件の連絡だったらしい。

「いつになったんですか？」

「来週の月曜」

「ええっ！」

「来週の月曜って、あと四日しかないじゃないですか！」

　四日といっても土日を挟むため、実質準備ができるのは今日と明日いっぱいということになる。

　三十名もの役職者をお呼び立てしての提案だ。リスケしてもらえただけでもありがたいことであり、我々の準備の都合で「できません」は通用しない。

　やるしかない。それがビジネスなのだ。

「課長に話して二人の残業許可を取ってくる。今日と明日は何時に帰れるかわからないから、覚悟して」






　それから我々ワラビ自動車チームのメンバーはミーティングルームにこもり、急ピッチでプレゼンテーションの準備を進めた。

　猪狩を含む男性四名、私を含む女性二名。大人が六名も狭い部屋に集まって作業するのは、直にコミュニケーションを取った方が早く進められるからだ。提案の内容が決まっているとはいえ、先方に見ていただくものを作成するのには時間がかかる。

　私は進行の原稿を書き上げてしまっているから、あとは調整だけだ。このメンバーの中では最も余裕がある。けれど、私に手伝えることは少ない。できることといえば、みんなが作業に集中できるよう食事や飲み物の準備をしたり、雑用を率先して引き受けたり、意見を求められた時に答えたりする程度だ。

　普段はにこやかな先輩たちが険しい表情で作業に勤しんでいる。室内の空気がピリピリしていて、ちょっと怖い。本番はまだ先なのにプレッシャーに押し潰されそうだ。己の社会人としてのレベルの低さを痛感する。

　この状況には学ぶべきことがたくさんある。怖がってばかりいないで、早いうちから貴重な経験をさせてもらえることに感謝しよう。

　猪狩とのことは、ひとまず後回しだ。

　私たちには今、優先してやらねばならないことがあるのだから。






　木曜と金曜の二日間、深夜まで打ち合わせや作業をして、私たちはなんとかプレゼンテーションの準備を整えることができた。本番までには細かい調整が入ることはあるだろうが、ひとまず完成と言っていい。

　各々の健闘を讃え合い、退勤したのがつい先ほどのこと。私は猪狩と二人で寮へ向かう。疲労や緊張で会話は少なく、いい雰囲気を醸し出すどころかいつものケンカをする気力すらない。

　明日は寮のメンバーで同期会だ。今日まで頑張った分、明日たっぷり英気を養って、日曜日はしっかり休もうと思っている。

「おやすみ猪狩。また明日ね」

　別れ際にそう言うと、猪狩は「明日？」と首を傾げた。

「明日、同期会でしょ？」

「そういやそうだったっけ。やべ、すっかり忘れてた」

　それほど仕事に集中していたということだろう。これほど余裕のない猪狩を見るのは初めてだ。

　本来ならここで軽口を叩くところなのだが、今夜はやめておこう。

「言っといてよかった。またね」

「あのさ、来生」

　階段で呼び止められたことが、少し前にもあった気がする。

　猪狩は迷っているような表情で何度か口を開けたり閉じたりした。

「なに？」

　堪えきれずに急かす。彼はふっと強く息を吐き、ニッと口角を上げた。

「明日は飲みすぎんなよ」

　言いたかったのは、本当にそれ？　きっと違う。

　でも、出そうになっていた言葉を待てずに急かしてしまったのは私だ。

　追求したい気持ちを抑え、彼と同じく口角を上げて見せた。

「あはは、気をつける」

　私たちは「じゃあね」と手を振って、それ以上はなにも話さずに別れた。

　焦ることはない。プライベートな話なら、明日にだってできるのだから。






　翌日、土曜日。午後五時。

　商業ビルの一階に入っているおしゃれなビストロにて、我らが大東東京第一社員寮の同期会が始まった。ビストロは午後八時まで私たちの貸切だ。欠席しているメンバーもいるようだが、ざっと三十名は参加している。

　特に座席などは決まっていなかったのだけど、自然と女子は女子、男子は男子、さらに部署が近い者同士で固まって着席している。もう少し酔いが回って料理が片付いたら、席の移動が活発になるだろう。

「愛梨沙、今日はあんまり飲んでないじゃん」

　真由の指摘に、私はギクッと肩を震わせた。

「そんなことないよ。飲んでる飲んでる」

　そう言ってグラスの白ワインを飲んで見せるが、私の普段の飲み方を知っている真由には意味のない演出だ。

「別にもっと飲めって言ってるんじゃないの。なにか理由があるのなら知りたいなって思って」

　先月酔い潰れた時の顛末を知っている真由は、なにかを期待するような笑みを浮かべている。

「また潰れたくないだけ。深い意味はないよ」

　私は無難にそう答えたけれど、彼女が察している通り、そして期待している通りの目的がある。今夜は酒の力を借りることなく、猪狩に甘えてみようと思っているのだ。

　ケンカを仕掛けたりツンケンしたりするのは避け、好意を示し、甘える。告白まではまだ無理だけれど、気があることを示すくらいのことはやってみせる。

　これまでの関係を意識的に崩すのだから、好意を示すだけでもハードルが高い。だけど猪狩はきっと応えてくれる。たぶん自惚れではない。

　飲酒量を抑えているのは、もちろんできるだけ素面でいるという目的もあるけれど、緊張で酒どころではないという心理状況の方が要因としては大きいかもしれない。

「潰れたっていいじゃない。介抱してくれる人がいるんだし？」

　真由の言う通り、猪狩なら文句を言いつつまた私を運んでくれるだろう。でも。

「さすがにこれ以上みっともない姿は見せたくない……」

　ただでさえ私は猪狩のカッコいいところばかり見せられているのだから。

「あーっ！　それ聞いた！」

　二人だけの会話だったはずなのだが、突然男の声が割って入ってきた。同期の長谷川はせがわくんだ。ハイボールのグラスを持ったまま各テーブルをウロチョロしてはその場での会話を楽しんでいたが、私たちの会話が耳に入って気になったようだ。

　彼は私と真由にグラスを持たせ、「ウェーイ」と乾杯を求めてきた。とりあえずそれに応えるが、すぐ近くに猪狩がいるのに、大声でこのことを話題にされるのは気まずい。

「なにを聞いたの？」

　私はあえて小さめの声で尋ねたのだが、長谷川くんは変わらず大声で返す。

「来生さんが課の飲み会で潰れて、猪狩が担いで帰ったって」

　彼の声は一帯に響き、周辺の同期たちの笑いを誘った。さらに長谷川くんは、あろうことか猪狩に「なぁ？」と肯定を求める。

　一瞬、猪狩と目が合った。

「ああ、あれは重かったわー。もう勘弁」

　猪狩の言葉に、会場はさらに大きな笑いに包まれた。さすがは猪狩だ。私と猪狩の関係を知っている同期たちへ披露する回答としては百点満点。おかげで私も自分のキャラを守ることができる。

「あーはいはいごめんなさいねーお世話になりましたー」

　今夜はこのノリを封印するつもりだったのだが、こうなってしまっては無理だ。ここで私が急にしおらしくなると、場が盛り下がるし変に怪しまれる。

「感謝と謝罪の気持ちがまったく感じられん。今日おまえが潰れても、俺は置いて帰るからな」

「私だってあんたになんか頼まないし。その前に潰れないし！」

　同期たちが「やれやれ」「相変わらずだな」と笑っている中、私たちを煽った長谷川くんがあっけらかんと言い放つ。

「おまえら仲よすぎ。つーか付き合ってんの？」

　ガヤガヤしていた同期たちが、しんと静まった。みんなが私と猪狩に注目している。

　否定するのが正解だ。だって私たちは付き合っているわけではない。

　だけど実際は一線を越えてしまった微妙な関係で、私としてはちょうど進展のために頑張ってみようと思っていたところだ。

　だから否定したくない。否定してしまったら否定の言葉が体を巡って、今日の決意を崩壊させてしまう気がする。

　そんな心理がはたらいて、私は口を開くことができなかった。

「んなわけねーだろ」

　当然のように発したのは猪狩だった。心底呆れたような顔付きだ。

　見えないなにかが私の胸に刺さった。心臓の一帯が強烈に痛んで、息が上手にできない。

「俺は今、先週の合コンで知り合った美女を口説くのに必死なの。来生なんかにかまってるヒマなんかねーよ」

「はぁ？　おまえ、まだＯＪＴ中のくせに合コンなんか行ってたのかよ」

　長谷川くんが妬ましげに猪狩に絡む。

「ＢＳ２の先輩に連れてかれたんだよ」

「しかも美女って、ずるいぞ」

「うらやましいだろ。某大手航空会社の現役ＣＡ」

　私はいったい、なにを聞かされているんだろう。

　私はいったい、なにを期待していたんだろう。

　勇気を出して好意を示そう思っていた自分がバカみたい。

　私ごときが猪狩ほどの男をモノにできるだなんて、思い上がっていた。世の中には私なんかより綺麗な女性がたくさんいるのに。〝無し〟ではなくなったからといって、好きになってもらえるとは限らないのに。

　どうして私を選んでもらえるかもしれないと思ったのだろう。なにか根拠のようなものがあったはずだけれど、思い出せなくなってしまった。

　グラスに入っている白ワインをグイッと飲み干す。鼻からアルコールが抜けていくのと同時に、涙が出てしまいそうになった。危なかった。

　こんなところで泣いたら、私がたった今、猪狩に失恋したことが同期のみんなにバレてしまう。それは嫌だ。

「愛梨沙、大丈夫？」

　真由が小さく声をかけてくれたけれど、私は口を開くことができなかった。代わりに首を横に振る。

　周囲は猪狩の合コン話で盛り上がっている。注目が私から逸れてよかった。

　しばらく深呼吸をして、少し落ち着いたところで席を立った。

「愛梨沙？」

　真由が眉を寄せ、心配そうに私を見上げる。

「ワイン一気に飲んだら暑くなっちゃって。外の空気吸ってくるね」

　笑顔は上手に作れていたと思う。でも、猪狩が口説いているという美人ＣＡの話が聞こえる環境に耐えられない。

　店を出て、フロアを少し歩く。人が多くて落ち着かないので、人気の少ない裏の方の出口からビルの外に出た。駅とは逆の出入り口だからか、他に人はいない。

　雨がしとしと降っている。傘は店に置いてきているため、屋根があるところからは出られない。

　午後六時半を過ぎたが、夏至が近いこともあり、まだ少し空が明るい。

　誰もいないし、ここでなら泣いてもいいかな。

　脇の目立たないスペースで涙腺を緩めようとした時、自動ドアが開いた。私は慌てて涙の蛇口を締め直す。

「来生？」

　猪狩の声だった。

　私を追ってきたの？　……なんて性懲りもなく期待をしてしまった自分を引っ叩きたい。

　私はドアの方に背を向け、猪狩の呼びかけには応えなかった。

「来生」

　猪狩が再び私を呼ぶ。もうかまわないでほしいのに。

「なに？」

　声が震えた。猪狩にも伝わったと思う。

「なんか、ごめん」

「なにが？」

「さっき、長谷川にからかわれた時。同期の奴らに勘ぐられるのが嫌で……ちょっと言いすぎたかも」

「別に、言いすぎなんかじゃないでしょ？　私が重かったのも、美人ＣＡとの合コンでモテたのも、全部本当なんだし」

　だから私にかまっているヒマなんて、本当にないのだろうし。

　今、自分がどんな顔をしているのか、わかったもんじゃない。みっともない顔をしていることだけは確かだ。こんな顔を見せたくなくて、私は猪狩に背を向け続ける。

　いっそのこと走って逃げてしまおうか。

　そう思った瞬間、後ろから包まれ引き寄せられた。

　猪狩の匂いが鼻腔をかすめる。彼の腕が徐々に締まっていき、腕や背中に熱が染み込んでくる。

「ねぇ、猪狩」

　どうして抱きしめるの？

　もし同期の誰かに見られたら、今度はどんな言葉で私を傷つけるの？

　私は彼を諫めようと、体をよじって彼のほうを向いた。

「来生……」

　表情や声のトーン、顔の傾け方、腕の力の入り方から、猪狩が私にキスをしようとしているのだとわかる。

　私が拗ねていることに気付いて、キスで機嫌を取ろうとでも思ったのだろうか。もしそうだとしたら、本当にバカにしている。

「やだ！　やめてよ！」

　私は猪狩を思い切り突き飛ばした。

「私、もう猪狩とはキスしたくない」

　だって猪狩は別に本命がいるのに、私ばかりが本気で、つらい。

　猪狩は「別にお互いフリーなんだからよくね？」とでも思っているのだろうけれど、私はこれ以上切ない思いをしたくない。

　私がきっぱり拒絶すると、猪狩は傷ついた顔をした。前にもこんな表情を見たことがあるような気がする。確か、一夜を共にした朝だったか。

　どうしてあんたがそんな顔するの。納得いかない。

「……わかった。もうしねーよ。悪かったな」

　猪狩はそう言い捨てて踵を返し、自動ドアからビルの中へと戻っていった。

　今夜は好意を示して、甘えるつもりだったのに。私の方から拒絶してしまった。でも受け入れていたら、きっと惨めな気持ちになる。

　もう猪狩とキスをすることはないだろう。もしかしたらケンカすらしなくなるかもしれない。猪狩は演じるのが上手だから、いつものように接してくるだろう。だけど私は、もう上手くできないと思う。微妙な関係どころか、ケンカ友達という関係ですら失ってしまったのだ。

　急激に目の奥が熱くなり、視界がぼやける。目尻と目頭の両方から涙が溢れ、ダラダラと頬を流れていく。忍び泣きは嗚咽に変わり、無様にしゃくり泣いた。

　この情けない姿を誰かに見られるわけにはいかない。

　私はしばらくこの場所から動くことができなかった。






　私がレストランに戻ったのは、それから数十分後だった。

　料理はおおかた片付き、みんなが席を代わる代わるして盛り上がっている。猪狩も遠くの席でゲラゲラ笑っていた。

「おかえり」

　私が会場を抜けていたことに気付いたのは、席で私を待ってくれていた真由だけだと思う。

　ここから私は、怒涛のように飲んだ。酔って騒いで、荒れた。

　みんなは「よっぽど仕事でストレスが溜まっているのだな」と笑ってくれていたけれど、猪狩はこちらを見向きもしない。

　二次会はカラオケに決定。みんなで移動している間も雨が降っていた。六月は暦の上では夏だけれど、夜はまだ涼しい。

　何人かは一次会で帰ったようだが、それでも人数が多いため、カラオケボックスでは三部屋に分かれた。猪狩がどの部屋に入ったのかは知らない。

　私は彼のことを振り切るように、全力でカラオケを楽しんだ。

















第五章　この際全部ぶっちゃけるけど












　週明け月曜日、朝。出勤前。

　私は二十二年の人生で最大の絶望を味わっている。

「どうしよう……」

　そう呟いた自分の声は、まるで声変わりした少年のようだった。

　いや、いいように表現するのはやめよう。この声はまるで、何十年も場末でスナックを営んでいるママの酒焼け声だ。

　今日の午後、私たちはワラビ自動車へ訪問し、大きな商談に向けて渾身のプレゼンテーションをする。今日のために私たちは何日も前から、いや、リーダーの吉永さんをはじめとするチームの先輩方は、何ヶ月も前から準備をしてきた。

　私はこの声でプレゼンの品格を上げるためにチームの一員になった。

　それなのに、自慢の声が出ない。

　理由はわかっている。土曜日から日曜日にかけてのカラオケオールだ。失恋の悲しみを吐き出したくて、私は一晩中全力で歌い続けた。

　日付を越えた頃には声が嗄れ始め、カラオケボックスを出た朝にはほとんど声が出なくなっていた。ちょっと羽目を外しすぎだとは思ったけれど、一日喉をゆっくり休ませれば回復するだろうと信じて疑わなかった。

　念のため日曜日は四六時中のど飴を舐め、三食はちみつ大根を食べた。加えて、朝に帰宅してからは、ほとんど声を発していない。

　昨夜は早寝をしてたっぷり眠り、目覚めたのは約一時間前。

　かろうじて声といえるものは出るようになったが、このザマである。

　完全に自己管理の不行き届きだ。失恋がつらいからといって、自分の職務を忘れて喉を酷使した。己の回復力を見誤って失敗した。

　社会人失格だ。心底情けない。

　チームの期待に応えられない。きっと失望させてしまうだろう。

　この声ではワラビ自動車のみなさんをかえって不快にさせてしまうかもしれない。プレゼンの品格を下げ、渾身の提案が採用されないかもしれない。私のせいで億単位の売上がなくなってしまうかもしれない。

　自分のくだらない行動のせいで起きてしまったことがあまりに申し訳ない。消えてなくなってしまいたいとすら思う。

　こんな声を聞いて、猪狩はどう思うだろう。想像しただけで余計に泣きそうになる。今は考えるのをよそう。

　せめて外見だけでもと思い、いつもの倍の時間をかけてメイクした。あらかじめアイロンをかけてシワを伸ばしておいたジャケットを羽織り、ピカピカに手入れをしたパンプスを履く。

　ちゃんと謝って、できることをしよう。チームのために、今できるベストを尽くすしかない。






「申し訳ありません……」

　チームのみなさんに向け、私は深々と頭を下げた。一同は私の発した声に少なからず驚いているようだ。

「声、どうしたの？」

「風邪引いた？」

「土日、雨降ってちょっと涼しかったもんね」

　先輩方はみんないい人たちばかりだ。まじめに心配してくれるから、より心が痛くなる。

「違うんです！　土曜日に羽目を外してしまったんです。今日喉を使うことはわかっていたのだから、自制すべきでした」

　私がこの声で喋れば喋るほど、チームの残念ムードが高まっていく。準備をしている間に「期待している」と言ってくれていたのもあって、その期待を裏切る結果になってしまったことが本当に心苦しい。

「ま、大丈夫でしょ。声が出ないわけじゃないんだし」

　吉永さんも、笑顔でそう励ましてくれた。みんな、もっと怒ってくれてもいいのにと思う。いっそガツンと怒鳴られた方が気が楽だ。

「でも、こんな声では品格なんて……」

「そんなに落ち込まないで。司会してくれるだけで十分ありがたいし、声だって午後にはよくなっているかもしれないよ」

　ああ、彼は顔だけでなく中身までイケメンだ。失恋したばかりの心に沁みる。

「ありがとうございます。こんな声ですが、ベストを尽くします」

　猪狩は出勤時に挨拶をしただけで、「おはよう」以外の言葉は交わしていない。今だって私の声に眉を寄せただけで、すぐに自分が担当する資料へと目を通し始めた。別に、慰めの言葉を期待したわけじゃないけれど。

　私が猪狩を好きになったきっかけは声を褒めてくれたことだった。それすら失っている今の私は彼にとってなんの価値もないのだろうなと、またちょっと落ち込む。

　猪狩が口説いているという美人ＣＡは、きっと声も美しいのだろう。






　午後、我々チーム一同は、課長とともにＤＴＩ本社から数百メートルの距離にあるワラビ自動車を訪問した。私にとっては初めての他社訪問である。

　エントランスへ迎えに来てくれた担当の人に案内され、本日の舞台である会議室へ移動した。私たちはまず、ここでプレゼンテーションの準備に取り掛かる。

　この会議室はウッディで重厚感がある。我が社の白基調の明るいミーティングルームとは雰囲気が全然違う。リフォームされているため古さは感じないが、五十年以上この場で重要な決定がなされてきたのだと思うと緊張が増す。

　さらにこの部屋は防音になっているようで、重い扉を閉めると室内の音しか聞こえない。一人ひとりの声が実によく通るだろう。たとえそれが、私の嗄れた声であっても。

　喉の方は、朝より調子が戻っているとはいえ、本来の声までは復活できていない。声で失敗してしまった分、その他の部分では絶対に失敗したくない。これ以上聞き手を不快にするようなことがあってはいけない。

　元放送部の私は、率先して設営を行った。投影する映像の色合いと大きさに合わせたプロジェクターの設定や、音割れやハウリングのしにくいマイクの音量・音質設定はお手の物だ。

「来生さん、ものすごい手際のよさだね」

　吉永さんが感心して褒めてくれるけれど、声のことで罪悪感が消えておらず、頬の筋肉が引きつる。

「この辺の機材は高校時代に部活でよく使っていたので」

「頼りになるなぁ」

　彼のことだから、きっと落ち込む私を励ます意味も込められているのだろう。いつまでも悲観的になっていては、かえって迷惑をかけてしまう。

「でしょう？　私こう見えて、機械には強いんですよ」

　私はにっこりと笑顔を見せた。声は嗄れているけれど、出ないわけではないのだ。きっと大丈夫。

　司会を行う際に使用する木製の講演台に準備をした資料や原稿を載せ、会場を見渡してみる。これから億単位の売上をかけて仕事をする。そう自覚した途端、大きな波のように緊張が押し寄せ、五臓六腑が震えるのを感じた。

　こんな緊張は久しぶりだ。冷静に深呼吸で緩和する。

　自分の作業がひと段落したところで猪狩の様子を見てみた。机に印刷した資料やお茶を並べる作業を任されていたが、そろそろ終えようとしている。六月に入って以降はクールビズスタイルだったから、ネクタイとジャケットを身に着けている姿を見るのは久しぶりだ。

　やっぱりカッコいいな。素敵だな。彼に愛される人がうらやましい。

　そう思うけれど、とうとう口には出せなかった。

　傷つくたびにあまのじゃくになってしまう弱い自分が情けない。傷つきたくないあまりに本心を隠し、自分を守るために猪狩を攻撃する自分の未熟さに嫌気が差す。

　強くなりたい。

　自分が傷ついても他人に優しくできるくらいに。

　自分が失恋しても、猪狩の幸せを願えるくらいに。






　一通り準備を終えた。人が集まるまで、しばらく時間がある。

　課長や先輩たちはせっかくだから各々の担当部署に挨拶をしてくると言って会議室を出ていった。

　会議室に残ったのは吉永さんと猪狩、そして私だ。二人は熱心にプレゼンについての最終打ち合わせをしている。

　私は最後のあがきのつもりでのど飴を口へと放り込んだ。司会を始めるまでに少しでも調子が戻るよう、あまり喋らず喉を休めるつもりだ。

　開けたままにしているドアから足音が聞こえてきた。

「失礼します」

　声をかけてきたのはワラビ自動車の社員と思われる女性だ。

「吉永主任。先日送っていただいたデータの件で、五分ほどお時間よろしいですか？」

「はい。大丈夫ですよ」

　とうとう吉永さんも部屋を出ていってしまった。まさか他社の会議室で猪狩と二人きりにされるとは思わなかった。

　女性と吉永さんの話し声が遠くへ行ってしまうと、会議室はしんと静まりかえる。空気が重い。気まずい。

「……喉、平気か？」

　先に口を開いたのは猪狩だった。私は答えようと口を開いたのだけど、こんな声になってしまった自分が恥ずかしくて、言葉が出ていかなかった。

　今日は猪狩の記念すべきプレゼンデビューの日だ。私は彼の一生に一度のデビュー戦を、司会進行役という形で完璧にサポートしたかった。彼の褒めてくれたこの声で、彼の仕事に花を添えたかった。そのために一生懸命準備してきた。

　それなのに、こんな声では台無しだ。

　言葉の代わりに溢れた涙が、ほろほろと目から溢れていく。

「え、ちょ、来生？」

「ごめん……」

　こんなところで泣いたりして、みっともない。私は慌てて自分のバッグからハンカチを取り出し、メイクが崩れないよう気をつけながら涙を吸わせる。

「なんで泣くんだよ」

「自分があまりにも情けなくて。もうほんと、申し訳ない気持ちで死にそう」

「大げさだな」

「だって、原因がくだらなすぎる……」

　猪狩は肯定も否定もせず、かすかに表情を歪ませた。私の声がこうなった原因が一昨日のカラオケであることは、彼もわかっているはずだ。

　涙のせいで鼻が垂れ、すすると見事なブタ鼻が鳴った。猪狩は今日もこんなにカッコいいのに、私はどうしてこうなっちゃうんだろう。

　ここまで見苦しいところを見せてしまったら、なんだかもういろいろどうでもよくなってきた。

「ねぇ、猪狩」

「ん？」

「この際だから、懺悔するね」

「は？　懺悔？」

　猪狩は余計に顔を引きつらせ、訝しげに泣きっ面の私を見る。

　吐き出そう。なにもかもをぶちまけて、彼の顔が驚きに目を見開く様子を楽しもう。どうせすでに気まずい関係なのだから、今後の彼とのことを考える必要などないのだ。

「本当はあの夜、全然酔ってなかったの」

　あの夜がどの夜かは、あえて言葉にしなくてもわかるはずだ。

　猪狩は私の期待通り、驚きに目を見開いた。

「え……？　でも来生、がっつり眠ってたよな？」

「タクシーを降りた時にスッキリ目覚めたの。そこからは全部酔ったフリ」

「フリって……マジか……」

　眉間にしわを寄せ、額に手を当て深くため息をつく。当然の反応だ。

「そうでもしないと素直になれなくて、お酒を利用した。ごめん」

　猪狩は苦い顔のまま黙ってしまった。

　騙した私を怒ってる？　呆れてる？

　やっぱりまだ悔しい気持ちが残っているから、直接的な言葉にはしなかったけれど、私の真意は伝わってる？

　本当は素直になりたかった。

　意識を高く持って仕事に臨む猪狩を、カッコいいと褒めたかった。

　同じ部署に配属になったことを、嬉しいと喜びたかった。

　合コンに行くと知った時は、行かないでと泣き叫びたかった。

　本当はずっと前から、猪狩が大好きなのだと言いたかった。

　振られるのが怖くて、傷つくのが嫌で、あまのじゃくをこじらせて、嫌な言葉ばかり口に出してごめんなさい。そのくせ愛されることを夢見るなんて、私は本当に浅ましくておこがましかった。

　再び申し訳なさが募り、涙がまた目に溜まる。

　猪狩はそんな私を見て、なぜか満面に笑みを讃えた。

「なぁ、来生。俺は今、心底ホッとしているよ」

　そう言って、勢いよく私を抱きしめる。さらには頬にちゅ、ちゅ、とキスを落とす。今日はグロスを塗っているから、ギリギリのところで唇を避けている。
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「ちょっと、猪狩！」

　取引先の会議室だし、大事なプレゼンの前なのに。こんなところを誰かに見られたらどうするの？

　それに、ホッとしているってどういうこと？　私、期待してもいいの？

「手応えはあるのに追いかけようとしたらすぐ逃げるし、キスしたくないって言われて、振られたと思ってた」

「はぁ？　振ったのはそっちでしょ？」

　開けたままの扉から話し声と足音が聞こえてきた。人が戻ってくることを悟り、猪狩はもう一度頬にキスをして私を解放する。

「大事なことは今夜、寮で話そう」

「ねぇ、それって……」

「今はとりあえず、俺はおまえのことがめちゃくちゃ好きだってことだけ覚えとけ」

　猪狩はとびきりの笑顔でそう告げ、私と適切な距離を取った。

　猪狩が、私のことを好きだと言ってくれた。

　轟くような胸のときめきをどう抑えていいかわからない。ついさっきまで悲しくて泣いていたのに、今は嬉しくて泣きそうだ。今日は目覚めてからずっと絶望的な気持ちだったけれど、今、心も体も信じられないくらいの幸福感に包まれている。

「ただいまー」

　会議室に戻ってきた吉永さんは、私たちの様子を見て首を傾げた。

「あれ、二人ともどうしたの？」

「え？」

　猪狩と私の声が重なった。

「さっきまで緊張と不安でガチガチって感じだったのに、自信に満ち溢れた顔になったね」

　猪狩と顔を見合わせた。彼の瞳に光と力が増している。きっと私もそうなのだろう。

　猪狩は吉永さんの方を向き直し、口角を上げた。

「ええ。こいつのおかげで、頑張れそうですよ」

　吉永さんは私の顔を見て「へぇ」と微笑んだ。深く追及したりはしなかったけれど、私たちになにが起きたのかはお見通しだろう。






「本日はお忙しい中、私わたくしどもＤＴＩのためにお時間をいただきまして、まことにありがとうございます」

　私たちのプレゼンテーションは、定刻より六分遅れで始まった。

　私の声は結局回復に至らなかったのだが、冒頭の挨拶だけで聞き手の多くを「おっ」という顔にすることができた。期待された効果は添えられたと思う。

「私、司会進行を務めさせていただきます、ＤＴＩビジネスソリューション２課、新人の来生愛梨沙と申します。実は昨日より喉を痛めておりまして、このような声で失礼いたします。普段は今より、もう少しクリアな声をしているのですが、ぜひ次の機会に披露できればと思います」

　嗄れてしまった声を、場を和ませるためのネタにする。このアイディアを編み出せるくらいに落ち着きを取り戻せたのは大きい。猪狩のおかげだ。

　早く仕事を終えて、猪狩と大事な話をしよう。

　きっと今日は記念日になる。

　大切な記念日をより素敵な日にするためにも、このプレゼンを成功させたい。

　仕事への情熱に猪狩への恋心をプラスして、私はマイクへ声を乗せた。

「まず今回の提案の概要について、主任の吉永よりご説明いたします」

















第六章　ケンカ両成敗












　急きょ予定が早まり、余裕のない状態での本番だったにもかかわらず、私たちは完璧にやりきった。プレゼンは成功だ。

　ワラビ自動車側の反応もよく、おおむね我々の提案通りに進んでいきそうな感触だと吉永さんが言っていた。ＢＳ２は今後ますます忙しくなるだろう。

「いつか本来の美声を聞けることを楽しみにしていますよ」

　私自身はこのようなお言葉を賜ったことで、自分が役に立てたと実感できた。プレッシャーを感じたし、己の甘さに絶望したこともあったけれど、社会人としての成長に繋がったと確信している。

　新人ながらこのような経験をさせてもらえたことを、本当にありがたく思う。






「その話、後にしねぇ？」

　今日の成功に興奮してその話ばかりする私に、猪狩は焦れた顔で言った。

　ここは二○五号室。猪狩の部屋のベッドに、二人並んで座っている。

　二人きりになるためにここに来たのに、夕方には声が戻ったのが嬉しくて、つい喋りすぎてしまった。

　でもせっかくキャリア初の大仕事が上手くいったのだから、もう少し一緒に喜んでくれてもいいのに。

「だって、本当にいい経験したなって思っ……んぅ……」

　強引に唇を奪われ、私はそれ以上言葉を紡げなくなってしまった。遠慮のない深いキスに、私の興奮が甘いものに変わっていく。

　そういえば、猪狩は焦らされると燃えるんだった。

　唇に残っているグロスのせいで、いつもより密着感がある。彼の唇に色やラメがうつってしまうかもしれないが、もう関係ない。というより、そんなことにかまっていられないくらい、キスに没頭したくて仕方ない。

　唇を重ねているうちに、いつの間にか組み敷かれていた。当たり前だけれど猪狩のベッドは猪狩の匂いがする。

「来生、好きだよ」

　息をつくタイミングで不意に囁かれ、全身がときめきと幸福に震えた。

「私も大好き」

　ずっと言えなかった言葉が、いとも簡単に出ていった。

　幸せだ。体がふわふわ浮いてしまうんじゃないかと思えるくらいに。

　こんなに幸せを感じられるのなら、もっと早く告白すればよかったと思う。けれど、言い合いばかりしていた日々も、猪狩との愛しい思い出だ。

　お互いを強く抱きしめ、貪るように唇を重ねる。もう何度目かの口づけだけれど、気持ちの確信があるのとないのとでは幸福の度合いが違う。

　彼の唇が次第に首や鎖骨へと移動し、より甘い痺れが全身を駆け巡る。私の口から頼りない声が漏れると、部屋の空気が一気に官能に染まった。

「二回目だからかな。俺、今日はちょっと余裕あるかも」

「なにそれ。なんか悔しい」

　私は一秒でも早く一つになりたくて仕方がないのに。

「今日は俺が主導権握る。前回は酔ったフリしたおまえに煽られて、バカみたいにがっついてしまったからな」

　猪狩は笑みを浮かべてそう宣言し、自分のシャツのボタンを三つ外した。私に跨ったままシャツを脱ぐと、無駄な肉のない、しなやかで美しい体が現れる。

　興奮で自分の胸が膨らんだのがわかった。全身が猪狩を求めている。

「バカ。あの日、私がどれだけ勇気出したと思ってんの」

「俺だって、酔いが覚めたおまえに泣かれたらどうしようとか、いろいろ葛藤があったんだぞ。勇気を出したのはお互いさまだろ」

　トップスの裾から彼の熱い手が侵入してきて、剥ぐように衣類を脱がされた。猪狩は楽しそうだけど、私は羞恥と興奮でどうにかなってしまいそうなくらいに舞い上がっている。

　彼は私の衣類を床に落とすと、激しく脈打つ心臓のあたりに唇を落とした。直後、鈍くて軽い痛みが数回。リップ音を最後に解放されたそこには、赤い跡が残った。

「なにこれ、キスマーク？」

　独占欲の証なのだと、なにかで読んだ。実際に付けられたのは初めてだ。

「来生は俺のだって、実感したくて」

「今日は余裕があるんじゃなかったの？」

「前回よりは、な。こんなものを残さなきゃ気が済まない程度には必死だよ」

　これまでのケンカ友達期間において軽口ばかり聞かされてきたせいだろうか。さっきからずっと、私は照れてばかりいる。

「かわいい」

「その声、たまらない」

「すげー幸せ」

　猪狩が恋人に対して、こんなに気持ちを言葉にしてくれる人なのだとは思わなかった。

　甘い言葉にときめき、強烈な快感に支配され、身も心もトロトロにとろけていく。そんな私を猪狩が満足そうに見下ろしている。前もこんな顔をしていた気がする。

　あの日の私はどうして気付かなかったのだろう。猪狩はこんなにも、愛に溢れた顔を見せていたのに。

　私は愛しさを言葉にする代わりに、手を握った。

「どうした？」

「ううん。ちょっと、ざまあみろって思っただけ」

　半年前に〝無し〟と言った猪狩を、私のものにしてやった。

　いつもの軽口のようにそう答えると、猪狩は口元に笑みを浮かべつつも眉間にしわを寄せた。

「はぁ？　どう意味だコラ」

「特に深い意味は……あっ……」

「余計なこと言える余裕を与えた俺が悪かったよ」

「や、だからっ……」

　容赦のない猛攻を受けた私は、その後しばらく言葉らしいものを発する余裕などまったく与えられず、猪狩にもたらされる快感に、ただ喘いだのだった。






　たっぷり愛し合った後、ベッドにて。

　私はどうしても気になって、猪狩に尋ねてみた。

「いつから私のこと好きだったの？」

　彼は幸せそうに私の頬を撫で、事も無げに即答した。

「内定者研修の時から」

　この回答に、私は唇を尖らせる。

「絶対嘘だ」

　納得いかない。冬に行われた内定者懇親会の日に聞いた言葉を、私は忘れていないのだ。

「嘘じゃねーよ。初めて声を聞いて以来、俺はずっと来生ひとすじだっつーの」

　猪狩は恨めしげにそう告げ、尖った私の唇を指で挟んだ。

「むぅむむ嘘つけ！」

　たっぷり反論したいが、唇を挟まれたままでは喋れない。

「それなのにおまえときたら、ある日突然、俺にだけ突っかかってくるようになりやがって」

　それについてはこちらにも言い分がある。

　私は彼の手を払い、一応シーツを体に当てて体を起こした。甘える体勢のままで、この話はできない。

「ある日突然じゃないから。内定者懇親会の後からだから」

「懇親会？」

　猪狩も私に倣い、体を起こす。彼自身に心当たりはないようだが、それはそれでムカつく。

「私、聞いたんだからね！」

〝無し〟と言われたあの時のことを、詳細に、そして嫌味ったらしく語る。話を進めるごとに、猪狩はどんどん渋い顔になっていった。お互いまだ服を着ていないけれど、肌を重ねた後の甘い雰囲気はどこへやら。私が一通り話し終えると、彼は頭を抱えてため息をついた。

「マジか……。まさかあれを聞かれていたとは……」

「ふん。下手な嘘は通用しないんだからね」

　私は別に、無しだと言ったことを謝ったり撤回したりしてほしいわけではない。ただ、この言葉に私が傷つき悩んだことを無視してほしくないだけだ。

　猪狩は顔を上げジト目の私を抱き寄せて、許しを請うように尋ねる。

「一応言い訳があるんだけど、聞く？」

　聞かないという仕返しも頭をよぎったけれど、彼なりの事情があったのならそれは知りたい。私は首を縦に振った。

「あいつらには、あの時すでに俺が来生を好いてることがバレてたんだよ」

　まさか、同期にからかわれるのが嫌で……なんて中学生みたいな理由で〝無し〟と言ったんじゃあるまいな。

　頬を膨らませて聞いている私の頭を、猪狩は優しい表情で撫でた。

「でも、もしあの場で認めたら、あいつらが俺らをくっつけるためにいろいろ画策したり、告白を促されたりすると思ったんだ」

　それは予想外の〝言い訳〟だった。膨らませた頬に溜めていた怒りが、みるみる萎んでいく。

「それは、ちょっと想像できるかも」

　もし私がその立場だったら、仲間の恋の成就のためになにかしてあげたいと思ってしまうだろう。いい雰囲気になるよう画策するだろうし、いけると思ったらお節介を自覚しつつも告白を促すだろうと思う。

「周りの後押しを喜ぶやつもいるんだろうけど、俺は自分の意思とタイミングで来生に近づきたかった」

　私も、周りにお膳立てされるより自然な流れや自分たちの努力で成就した方が嬉しい。もし周りにそういう人がいても、求められるまでお節介はやめておいた方がよさそうだ。

「バカなこと言って本当にごめん。そのせいで半年もすれ違う羽目になるなら、素直に認めときゃよかったな」

「私も、悔しいからってツンケンしてごめんなさい」

　八つ当たりでケンカを仕掛けるなんて子供だった。猪狩が乗ってきてくれたからよかったものの、一歩間違えれば険悪になっていたかもしれない。

「まぁ、結果オーライじゃね？　おかげで毎日喋れたし、ツンツンしてる来生もかわいかったから、ケンカップルっぽい関係も悪くはなかったよ」

　さらっと〝かわいい〟なんて言われて、私の胸がキュンとなる。

　……が、私は一つとても重要なことを思い出した。

「ちょっと待って。危ない。騙されるところだった」

　そう言って猪狩から距離を取る。やはりまだ甘えている場合ではない。

「今度はなんだよ」

「合コン！　あんた、美人ＣＡを口説いてるって言ってた！」

　そもそも先日の「キスしたくない」発言はこれが原因なのだ。私のことを好きだと言っておいて、まさか、美人ＣＡと二股するつもり？

「ああ……それか」

　猪狩は再び悔いるようにうなだれた。顔には恥じらいの色が溢れている。

「……嫉妬、してほしくて」

「は？　嫉妬？」

「我ながらガキみたいだとは思う。でも俺、来生の本命は吉永さんかもしれないと思ってたから、少しでも気を引きたくて……」

　確かにカッコいいし素敵な人だとは思っているけれど、吉永さんに対する憧れや尊敬と猪狩に対する恋愛感情はまったくの別物だ。

　思い返してみれば、私が吉永さんと絡んでいる時、猪狩はいつも不機嫌だった。彼に対する嫉妬を認めたこともあった。やけに彼にだけ反応していたのは、そういうことだったのか。

　だとしても、だ。

「合コンではおモテになったとお聞きしましたが？」

「モテたんじゃなくて、俺だけ年下だったからイジられただけ。連絡先交換した人もいるけど、その人には恋愛相談に乗ってもらってた」

「え、それって」

「おまえのことだよバーカ」

　顔を赤くしている猪狩がどうにも愛しくて、私は彼をぎゅっと抱きしめた。

「私たち、お互いに一生懸命片想いしてたんだね」

　拗ねて攻撃的になったり嫉妬して虚勢を張ってみたり。私たちは案外似た者同士なのかもしれない。そのせいでなかなか思うようにはいかなかったけれど、ケンカ両成敗といったところだろうか。

「苦しかった。でもその分、大事にする」

「……それ、押し倒しながら言うセリフ？」

「裸のまま抱きついた来生が悪い」
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　数日後、午後。

　北村さんに任されていた入力作業が一通り片付いたので、私は休憩を取ろうとラウンジへ向かった。ラウンジにはこのフロアの女子社員が四、五名おり、なにやら神妙な顔で話している。

「ええーっ！」

「ショック！」

　突然悲鳴にも似た叫び声が上がり、辺りに響いた。私は驚いて、偶然この場で休憩を取っていた真由に尋ねる。

「あの人たち、なんの話してるの？」

　話を聞いていた真由は彼女たちと同様に軽く失望感を漂わせて答えた。

「我らが吉永さん、とうとう彼女ができたらしくて」

「ああ、バレたんだ」

「愛梨沙、知ってたの？」

「うん。猪狩に聞いた」

　吉永さんは、先日猪狩と参加した合コンをきっかけに、めでたく彼女をゲットした。お相手は女性側の幹事を務めた人で、吉永さんにとっては大学の同期だ。

　吉永さんは、数年前にサークルの同窓会で再会して以来、その女性のことが気になっていたらしい。なかなか友達の域を超えることができなかったけれど、合コンをきっかけにようやく恋愛関係へと進展させることができたのだという。

　とてもめでたいニュースなのだが、吉永さんといえば我々女子社員にとってはアイドル同然。長らく浮いた話がなかったから、ときめきの対象としては文句なしだった。恋人ができたことによって、ファンが複雑な気持ちになってしまうのは仕方ない。

「ＢＳ２にまたカッコいい子、入ってきたよね」

「名前なんだっけ？　確かちょっと強そうな感じの」

「猪狩くん？」

「ああ、そうそう！　猪狩くん！」

　聞こえてきた会話に、私は口に入れた炭酸飲料を吹き出しそうになってしまった。

「ＢＳ２の子に聞いたけど、猪狩くん彼女いないらしいよ」

「えーっ、イケメンなのに」

「しかも新人でＢＳ２だよ？」

「将来有望じゃん！」

　休憩時間が終わったのか、女子社員たちはキャッキャと猪狩のことを話しながら自分たちの部署へと帰っていく。彼の恋人になったばかりの私の脇に、じんわりと嫌な汗が滲んだ。

「ま、頑張れ」

　真由がそう言って私の肩を叩く。言葉では応援してくれているが、顔は完全におもしろがっている表情だ。

「他人事だと思って……」

　会社の人たちには極力彼との関係がバレないように振る舞おう……。

　私は彼女らを見送りながら、密かにそう決心したのだった。






「あれ、来生と藤崎じゃん。休憩？」

　背後から声をかけてきたのは野田くんだった。横に猪狩もいる。

　付き合うようになってから、会社で顔を合わせるとちょっと照れくさい。

「うん。二人は？」

　真由の問いに、野田くんがやや興奮気味に答えた。

「本配属の内示、聞きに行ってたんだよ」

　私たち一般職組はこのまま今の部署に勤めることが決定している。異動があるとしても近隣の部署で、よっぽどのことがなければ遠くに配属されることはない。しかし猪狩をはじめとする総合職組は、世界中どこの部署でも配属の可能性がある。

　つまり、猪狩はどこか遠くの地へ行ってしまうかもしれないのだ。

「そっか。どこになったの？」

　真由は気軽に聞くが、私は口を開くこともできない。猪狩が硬い表情をしているから、余計に不安が煽られる。

「俺は変わらずＢＳ３」

「そう。じゃあ引き続きよろしく」

「おう。それより猪狩がヤベーんだよ」

「えっ？」

　まさか、本当に遠くに行ってしまうんじゃ……。

「こいつ、ＰＳ３だって。新人史上初のＰＳ配属を勝ち取りやがった！」

「えええっ！　すごい！　おめでとう！」

　テンションの高い野田くんと真由の声が耳をつんざく。

　猪狩はここでようやく、弾けるような笑顔を見せた。

「ありがとう。しつこくＰＳ部希望って言い続けた甲斐があったよ」

　ＰＳ部、つまりパブリックソリューション部？　猪狩の夢が叶うということ？　そして、ＰＳ３はこの本社内にあるから、離れ離れにならずに済むということ？

「よかった……」

　ホッとして気が緩み、不覚にも私の目に涙が溜まる。なんだか最近、泣いてばかりいる気がする。

「まぁ、俺が本当にやりたい仕事はＰＳ１でしかできないから、そこまで行けるかはこれからの働き次第だけど……っておい、なんで泣いてんだよ」

　私の顔を見た猪狩が動揺している。どうやら猪狩は硬い表情をしていたのではなく、嬉しくてニヤニヤしてしまうのを抑えていただけだったようだ。心配して損した。でも嬉しい。すごく嬉しい。

　だけど私は、ついこんな風に応えてしまう。

「泣いてないし！」

　おめでとうが素直に言えない。想いが通じ合ったからといって、人は急には変われないらしい。

　だけどそんな私の性格を理解している猪狩は、膨れっ面の私を見て嬉しそうに笑い、私の頭をグリグリと撫でた。

「泣くほど喜んでくれて嬉しいぞ」

「だから泣いてないってば！　やめてよ！　髪が乱れる！」

　乱し返してやろうと腕を伸ばすが、腕の長さが足りず頭に届かない。そんな私たちの様子を見て、真由と野田くんがゲラゲラと笑っていた。

　猪狩と私は相変わらずこんな感じだ。二人きりの時は甘い雰囲気になるのだが、普段はこうして軽口を叩き合って、笑ったりムキになったりしながら楽しく過ごしている。

「来生」

「なによ」

　猪狩が私の耳に手を添えた。私の胸が期待にキュンと疼く。

　彼が会社で内緒話をしようとする時は、決まって甘いことを言うのだと、体が覚えてしまっている。

「今夜は一緒に過ごしたい。仕事終わったら、部屋行っていい？」

「……もう、仕方ないなぁ」

　さっき言えなかった「おめでとう」を、今夜たっぷり伝えよう。

　こんな私だけれど、二人きりになって猪狩が甘やかしてくれる時だけは、思いっきり素直になれるのだ。
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